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はじめに 

OOIBASE32 SPECTROMETER OPERATING SOFTWAREは、Ocean Optics社が提供するすべての分光器
に使用できる次世代オペレーティングソフトウェアです。OOIBase32 は、ユーザカスタマイズ可能な高度
のデータ取り込みと表示機能を備えた 32 bitソフトウェアであり、Windows 95/98、Windows 2000、Windows 
NT上で実行する暗電流補正や迷光補正、ボック
スカーピクセル平滑化、信号の平均処理などを

含む様々な信号処理機能にリアルタイムインタ

フェースを提供します。OOIBase32 を使用する
ことにより、ユーザは吸光度や反射、発光など

の分光測定、システムパラメータの完全なコン

トロール、最高８チャンネルからの同時並行

データ収集、１つのスペクトルウィンドウ上へ

の結果表示などを実行することができ、さらに

参照データのモニタリングや時間取り込み実験

などを行うことができます。 

 

OOIBase32 は、Ocean Optics のすべての分光器
が使用する操作ソフトウェアの最新バージョン

です。32 bitオペレーティングシステムの一般化
に対応するため、Ocean Opticsは操作ソフトウェ
アを 16 bitから 32 bitへアップグレードし、旧版
の OOIBaseソフトウェアがWindows NT上では
動作しないという問題を解消しました。 

この他、OOIBase では１つのスペクトルウィンドウに複数のチャンネルを表示することができませんでし
た。OOIBase32は、旧版 OOIBaseの機能を継承し、さらに多数の編集、表示、スペクトル処理機能が追加
されています。OOIBaseから OOIBase32へのアップグレードに伴う重要な改良点を次の表に示します。 
 
OOIBase（旧版） OOIBase32（最新版） 
16 bitプログラム 32 bitプログラム 

最高８系統の分光器チャンネルをサポート。それぞれの

チャンネルを専用スペクトルウィンドウに表示 
それぞれのスペクトルウィンドウで最高８系統までの分

光器チャンネルをサポート 

1枚の A/Dボードを使用可能 複数の A/Dボードを平行使用可能 

オーバーレイ不可 それぞれのスペクトルウィンドウで８重までのオーバー

レイをサポート 

データ取得パラメータはすべてのスペクトルウィンドウ

に共通 
スペクトルウィンドウ毎に独自のデータ取得パラメータ

をサポート 

高度なスペクトル機能に制限あり 広い範囲で高度な参照機能（デュアルビーム参照、迷光･

リニアリティ補正、時間設定データ取り込み）をサポート

カスタマイズ不可 カスタマイズ可能 

ユーザフレンドリ 操作性を更に改良 

内蔵トラブルシューティング機能なし 内部でトラブルシューティングを実行 

フルスペクトルの時系列取得機能 個別波長の時系列取得機能 

時間規格化機能なし 時間規格化をサポート 
 
色彩測定や放射照度測定、酸素検出、薬物溶解テスト、Raman 分光などのアプリケーションをサポートす
るため、Ocean Opticsでは数多くのアドオンソフトウェアを用意しています。さらにデバイスドライバ、ソ
フトウェア開発のためのソースコードの販売、カスタムプログラム制作なども承っております。 
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クイックスタート 

このセクションでは、システムのセットアップ、A/D 変換器の取付け、ソフトウェアのインストールと設
定を簡単に説明します。A/D 変換器の実装に関する詳細は、分光器マニュアルに説明されています。
OOIBase32の個々の機能の詳細な説明については、目次を参照して該当個所を御覧ください。 

Step 1： A/D変換器と PCのインタフェース接続 

ADC1000 A/Dボード又は PC2000をインストールする場合 
1. 初期設定では、A/D製品をインストールする I/Oポートアドレスとして 768（10進法）、IRQは 7を使
用します。A/Dボードの I/Oポートアドレスと IRQはコンピュータ上で使用できる設定に合わせる必
要があります。まず、他のデバイスで使用されていない設定の空きを調べます。 

� Windows 95/98を使用する場合は、スタート｜設定｜コントロールパネルの順に進み、システムア
イコンをダブルクリックします。デバイスマネージャタブを選択し、デバイスリストの 1 番上に
表示されるコンピュータをダブルクリックします。リソースの表示の下に表示される空き設定（他

のハードウェアに割り付けられていない数字）をメモします。これらの I/O 設定は、16 進法で表
示されていますが、これから使用する I/Oポートアドレス（10進法で表記し、カッコ内に 16進数
を追記）に対応しています。 

� Windows NTを使用する場合は、Start｜Programs｜Administrative Tools (Common) ｜Windows NT 
Diagnosticsの順に選択します。Resourcesタブをクリックして IRQボタンを押します。使用でき
る IRQを選択してから I/O Portボタンを押します。使用できる I/Oポートアドレスを探します。 

2. 使用可能な設定をメモしておきます。OOIBase32を最初に実行するときに、これらの値を“Configure 
Hardware”ダイアログボックスに入力する必要があります。 

3. コンピュータの電源を切り、本体カバーを取り外します。コンピュータ本体又は電源に触れて体内の
静電気を放電させてから、A/Dボードを静電防止袋から取り出します。 

4. 必要な場合はここで A/Dボード上のスイッチ設定を変更します。ADC1000と PC2000の A/Dボード上
には１つのスイッチバンクしかありませんから、最初の６個のスイッチで I/O ポートアドレス、残り
の３個のスイッチで IRQを設定します（スイッチの位置については、ご使用中の分光器に添付される
CD中の『Operating Manual and User’s Guide』巻末付録 Aを御覧ください）。 

5. A/Dボードを ISA(PCI)バススロットに差し込み、対応するケーブルでA/Dボードと PCを接続します。
しっかりと接続されたことを確認してからコンピュータを再び起動します。 

DAQ-700 A/Dカードを使用する場合（PCMCIAカード） 
1. NI-DAQドライバソフトウェアをインストールします。Windows 95/98、Windows NT上で DAQ-700を
正しく動作させるには、このデバイスドライバライブラリが必要です。 

2. DAQ-700を空いている PCMCIAスロットへ挿入します。 

3. IRQと I/Oポートアドレスの値を次の方法で調べます。 

� Windows 95/98をご使用の場合は、スタート｜設定｜コントロールパネルの順に選択し、システム
アイコンをダブルクリックしてデバイスマネージャタブを選択します。Data Acquisition Devices
という名前の付いたハードウェアグループをクリックします。DAQCard-700をダブルクリックし、
その中のリソースタブをクリックします。自動設定を使うの隣にあるチェックボックスを調べ、

このチェックボックスをクリア（選択解除）します。次に、I/O ポートアドレス又は IRQ のどち
らか（又は両方）の設定を変更します。設定を変更するには、I/O ポートアドレス又は IRQ をダ
ブルクリックして現在のハードウェア設定を表示したダイアログを呼び出します。値ボックスの

右隣に配置された２個の矢印ボタンを使用してハードウェアのインタフェースパラメータを変更

します。“競合デバイスなし”と表示される設定を選択します。最後に OK をクリックします。設
定変更実施を確認するメッセージボックスが現れますから、はいボタンを押します。 

� Windows NTをご使用の場合は、Start｜Programs｜Administrative Tools (Common)｜Windows NT 
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クイックスタート   

Diagnostics の順に選択し、Resources タブをクリックします。IRQ ボタンをクリックしてコン
ピュータが A/D変換器に割り付けている IRQ番号を確認します。次に、I/Oポートボタンをクリッ
クしてコンピュータが DAQ-700に割り付けている I/Oポートアドレスを確認します。 

4. 設定した値はメモしておきます。OOIBase32 を最初に実行するときにこれらの値を“Configure 
Hardware”ダイアログボックスに入力します。 

SAD500 A/Dユニットを使用する場合（RS-232C又はシリアルポート接続） 
使用する A/D変換器 SAD500が分光器と一体型の場合は、SAD500と PC間をケーブルで接続します。別置
きタイプの SAD500を発注した場合は、別のケーブルで分光器と SAD500を接続する必要があります。PC
側で使用するシリアルポート番号（COMポート番号）をメモしておきます。ACアダプタ（+12 VDC）を
コンセントに差し、電源ケーブルを SAD500に接続します。 

Step 2： OOIBase32ソフトウェアのインストール 

OOIBase32のインストールを開始する前に、実行中のアプリケーションが無いことを確認します。 

1. CD ドライブにディスクを挿入して Setup.exe を起動します。（通常、自動的に設定画面が表示されま
す。） 

2. 画面に“Welcome”ダイアログボックスが表示されたならば、Next>をクリックします。 

3. 画面に“Destination Location”ダイアログボックスが表示されたならば、Browseボタンを押して書き込み
先を選択し、Next> をクリックします。 

4. “Backup Replaced Files”ダイアログボックスが表示されたならば、Yes又は Noを選択します。一般的に
は Yes を推奨します。Yesを選択した場合は、Browseボタンを押して書き込み先ディレクトリを指定
してから Next>をクリックします。 

5. Program Managerグループを選択して Next>をクリックします。”Start Installation”ダイアログボックスが
表示されますから、Next>をクリックします。 

6. 画面に“Installation Complete”ダイアログボックスが表示されたならば、Finish>を選択します。 

7. インストールが完了するとコンピュータの再起動を促すメッセージが現れます。指示に従ってコン
ピュータを再起動します。 

Step 3： OOIBase32ソフトウェアの設定 

コンピュータの再起動後は、OOIBase32アイコンが表示される画面（スタート｜プログラム｜Ocean Optics
｜OOIBase32｜OOIBase32）に進み、このアイコンをクリックします。A/D 変換器とソフトウェアのイン
ストールはすでに終了していますから、次にソフトウェアの設定を行います。インストール後の 
OOIBase32 の初回の起動では、プロンプトに従って何項目かの設定が必要になります。この作業が終了す
ると測定が可能になります。 

オペレータとシリアル番号ダイアログボックス 
最初に現れるのは、ユーザ名とシリアル番号入力を促すプロンプトです。ある種のデータファイルはヘッ

ダーにこの情報を書き込みます（オペレータ名とシリアル番号を後日変更したい場合は、メニューから 
Edit｜Settings を選択し、続いて Registration タブをクリックします）。OOIBase32 ソフトウェアのシリア
ル番号は、“Spectrometer Configuration Diskette”に記載されています。入力されたならば OKをクリックし
ます。 
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デフォルト分光器設定ファイル 
次に以下のメッセージが表示され、 

This appears to be the first time OOIBase32 has been executed. Please select a default spectrometer 
configuration file from the following screen. This spectrometer configuration file will be used each time 
OOIBase32 is started.  

File Open ダイアログボックスが現れます。ここではデフォルト分光器設定ファイルを選択します。
OOIBase32ディレクトリへ移動して.spec拡張子を持つファイルを選択します。拡張子（.spec）の前にある
ファイル名は、使用する分光器のシリアル番号です。（デフォルト分光器設定ファイルには、例えば

I2J613.specや USB2E5103.specのような名前が付いています。） 

Configure Hardwareダイアログボックス 
次に、画面には Configure Hardwareダイアログボックスが表示されます。通常、ダイアログボックス内に
表示されるパラメータの殆どはOOIBase32インストール後の初回の起動時に１回だけ設定すれば十分です。
使用する分光器を指定し、Step 1でインストールした A/D変換器を選択します。I/Oポートアドレスと IRQ
の設定は、A/Dボードに対して行った設定と同じ内容に合わせます。使用する A/D変換器が SAD500であ
る場合は、Serial Port ボックスに SAD500 の接続に実際に使用している COM ポート番号を入力します。
（A/D変換器と分光器を接続する方法について詳しくは、分光器に添付される CD中の『Operating Manual 
and User’s Guide』を御覧ください。）設定が終了したら OKボタンを押します。 

Spectrometer Configurationダイアログボックス 
OOIBase32 はこれで実行可能な状態になりましたから、次はシステム設定を行います。メニューから 
Spectrometer｜Configure を選択し、表示される Spectrometer Configurationダイアログボックスのタブを
追いながらシステムパラメータを設定します（各タブの詳細は、p.20～24を御覧ください）。 

� Wavelength Calibration（波長校正）タブには、システム内の各分光器チャンネルに対応する係数がす
でに書きこまれています。これらの値は、分光器設定ファイル（“分光器シリアル番号”.spec）から読
み取った値です。システム内の各分光器チャンネルに対応する Enabled ボックスにチェックマークを
付けておきます。 

� A/D Interfaceタブには、Configure Hardwareダイアログボックスで入力したのと同じ値を入力します。 

� Detector Linearityタブには、分光器設定ファイルから読み取られた非線形性補償アルゴリズムが入力
されています。 

これらの設定情報は、OOIBase32 を終了するときに分光器設定ファイルに書き込まれて保存されます。次
回 OOIBase32 を実行するときは、“分光器シリアル番号”.spec に書かれた情報を分光器の設定データとし
て使用します。分光器設定ファイルを別な名前で保存したい場合は、OOIBase32 メニューの中から 
Spectrometer｜Save Configuration Asを選択します。 

ここまでの設定が終了すると、OOIBase32 はすでに分光器からのデータ取り込みを開始しています。グラ
フの下方の強度（Intensity）０付近には、周囲の光に反応してスペクトルが表示されているはずです。 

OOIBase32 Settings ダイアログボックス 
OOIBase32 操作パラメータのいくつかはカスタマイズしておくと便利です。そのためには、メニューから
Edit｜Settingsを選択して OOIBase32 Settingsダイアログボックスを呼び出します。このダイアログボック
スのタブを進みながら次のような項目オプションを設定して行きます。：データの保存、オープン、印刷；

プログラムの信号発生を通知する音声ファイル；デフォルト設定ファイルの設定など。さらに、データの

保存、コピーや警告メッセージの選択など、重要なパラメータを指定します。（ダイアログボックスの各タ

ブの詳細については、p.9～13を御覧ください。） 

Configure Data Acquisitionダイアログボックス 
最後に、メニューから Spectrum｜Configuration Data Acquisitionを選択して Configure Data Acquisitionダ
イアログボックスを呼び出し、データ取得パラメータの設定を行います。Basicタブでは、露光時間と平均
化処理、ボックスカー平滑化などのパラメータを指定します。External Triggerタブでは、外部トリガモー
ドと外部トリガ発生時のデータ自動保存を設定します。Strobeタブでは、分光器と連動させる外部ストロー
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ブ信号の設定を行います。（ダイアログボックスの各タブの詳細については、p.26～28を御覧ください。） 

Step 4： サンプリング光学系の接続 

サンプリング光学系の接続と操作に関連する詳細情報（光源、サンプリング室、光ファイバ、その他の Ocean 
Optics分光器アクセサリ）については、アクセサリに添付される操作説明書、又は分光器に添付される CD
中の『Operating Manual and User’s Guide』を御覧ください。 

追加情報が必要なとき 

広い範囲の情報を Helpメニューからオンラインで得ることができます。OOIBase32が使用するすべてのボ
タン、オプション、項目、ダイアログボックスについての説明は、Helpファイルに記載されています。Help
でも疑問点に十分な解答が得られない場合は、弊社担当者へお問い合わせください。 
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ファイルメニューの機能 

 New 
スペクトルを表示するウィンドウを新規に開くときは、new アイコンをクリックするか、又はメニューか
ら File｜New を選択します。初期設定では、グラフがスコープモードで表示されます。スペクトルウィン
ドウ上でアクティブなすべてのチャンネルは、同じデータ収集パラメータを共有します。 

別のスペクトルウィンドウに新しいチャンネルをセットアップしたい場合は、Spectrometer｜Configureを
選択してWavelength Calibrationタブを開きます。Spectrometer Channelの下にある Channel Enabledを必要
に応じて選択/選択解除します。次に、新しいスペクトルウィンドウ用のパラメータ（露光時間など）を作
成します。１つのスペクトルウィンドウで最高８系統までのチャンネルと８重までのオーバーレイ（重ね

書き）ができます。 

 Open 
Open アイコンをクリックすると Open ダイアログボックスが画面に現れます。ファイルの種類フィールド
で選択できるファイルタイプは、Processed Spectra、Grams/32 SPC、又は All Filesのいずれかです。特定の
種類のファイルを開きたい場合は、メニューの File｜Openを選択して dark、sample dark、reference、sample、
processed、又は experimentalデータファイルを指定します。 

あるデータファイルを開いたときに、そのデータ取得パラメータと現在開かれているファイルが整合して

いないときは、警告ボックスが現れます。ユーザは、“データ取得パラメータの変更”、“パラメータの不整

合を無視する”、又は“データファイルの呼出しをキャンセルする”のいずれかを選択します。 

Dark 
メニューから File｜Open｜Darkを選択するとダイアログボックスが表示され、ここで１つ以上のダー
クスペクトル（dark spectrum）を選択して開くことができます。ダークスペクトルとは、分光器への入
射光路をブロックした状態で取得したスペクトルです。 

Sample Dark 
メニューから File｜Open｜Sample Darkを選択すると File Openダイアログボックスが表示され、ここ
で１つ以上のサンプルダークスペクトル（sample dark spectrum）を選択して開くことができます。サ
ンプルダークスペクトルとは、サンプルスペクトル用の露光時間を適用して時間規格化モードで作成

したスペクトルです。 

Reference 
メニューから File｜Open｜Referenceを選択すると File Openダイアログボックスが表示され、ここで
１つ以上のリファレンススペクトル（reference spectrum）を選択して開くことができます。リファレン
ススペクトルとは、光源を点灯しサンプル領域をブランク（空のセル等）にして作成したスペクトル

です。 

Sample 
メニューから File｜Open｜Sampleを選択すると File Openダイアログボックスが表示され、ここで１
つ以上のサンプルスペクトル（sample spectrum）を選択して開くことができます。サンプルスペクトル
とは、サンプル領域に測定サンプルを置いてスコープモードで作成したスペクトルです。 

Processed 
メニューから File｜Open｜Processedを選択すると File Openダイアログボックスが表示され、ここで 
１つ以上の処理スペクトル（processed spectrum）を選択して開くことができます。処理スペクトルと
は、吸光度、透過率、又は相対放射照度モードで取得したスペクトルで、ダークスペクトルとリファ

レンススペクトルの取得後に取り込まれます。処理スペクトルを選択するとアクティブなスペクトル

ウィンドウがスナップショットモードへ移行してデータの取り込みが止まります。データ取り込みを

再開するには、スナップショットアイコンをクリックします。 
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Experiment 
メニューから File｜Open｜Experimentを選択すると File Openダイアログボックスが表示され、現在
アクティブなスペクトルウィンドウが使用しているデータ取得・処理パラメータのセットを選択して

表示することができます。 

Close 
メニューから File｜Closeを選択すると、データ取得パラメータやスペクトルを保存せずにアクティブなス
ペクトルウィンドウが閉じられます。 

 Save 
Saveアイコンをクリックすると Save Fileダイアログボックスが現れます。ユーザは、ファイルの種類フィー
ルドでProcessed Spectra、Grams/32 SPC Files、又はAll Filesのいずれかを指定して保存することができます。
特定の種類のファイルを保存したい場合は、メニューの File｜Saveを選択して dark、sample dark、reference、
sample、processed、又は experimentalファイルを指定します。データを保存すると、スペクトルウィンドウ
のすべてのアクティブチャンネルが保存されます。 

ファイル名を自動作成させたいときは、Autoincrement Filenames機能をオンにします（詳細は次ページを
参照）。この機能がオンになっていないと Saveコマンドを実行するたびに Save Fileダイアログボックスが
表示されます。 

Dark 
ダークスペクトルを保存するには、メニューから File｜Save｜Dark を選択します。Autoincrement 
Filename 機能がオンになっているときは、このコマンドによって自動的にすべてのダークスペクトル
が保存され、オフになっているときは、Save Fileダイアログボックスが表示されます。ダークスペク
トルとは、分光器への入射光路をブロックした状態で取得したスペクトルです。 

Sample Dark 
サンプルダークスペクトルを保存するには、メニューから File｜Save｜Sample Dark を選択します。
Autoincrement Filename機能がオンになっているときは、このコマンドによって自動的にすべてのサン
プルダークスペクトルが保存され、オフになっているときは、Save Fileダイアログボックスが表示さ
れます。サンプルダークスペクトルとは、サンプルスペクトル用の露光時間を適用して時間規格化モー

ドで作成したスペクトルです。 

Reference 
リファレンススペクトルを保存するには、メニューから File｜Save｜Reference を選択します。
Autoincrement Filename 機能がオンになっているときは、このコマンドによって自動的にすべてのリ
ファレンススペクトルが保存され、オフになっているときは、Save Fileダイアログボックスが表示さ
れます。リファレンススペクトルとは、光源を点灯しサンプル領域をブランク（空のセル等）にして

作成したスペクトルです。 

Sample 
サンプルスペクトルを保存するには、メニューから File｜Save｜Sampleを選択します。Autoincrement 
Filename 機能がオンになっているときは、このコマンドによって自動的にすべてのサンプルスペクト
ルが保存され、オフになっているときは Save Fileダイアログボックスが表示されます。サンプルスペ
クトルとは、サンプル領域に測定サンプルを置いてスコープモードで作成したスペクトルです。 

Processed 
処理スペクトルを保存するには、メニューから File｜Save｜Processed を選択します。Autoincrement 
Filename 機能がオンになっているときは、このコマンドによって自動的にすべての処理スペクトルが
保存され、オフになっているときは Save Fileダイアログボックスが表示されます。処理スペクトルと
は、ダークスペクトルとリファレンススペクトルの保存後に、吸光度、透過率、又は相対放射照度モー

ドで取り込まれるスペクトルです。 
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Experiment 
エクスペリメントを保存するには、メニューから File｜Save｜Experiment を選択します。１つのエク
スペリメントを保存すると、それに属するオーバーレイ全部と実験で使用するデータ取り込みパラ

メータは勿論、保存されているダーク、リファレンス、サンプル、及び処理スペクトル一式も同時に

保存されます。 

Autoincrement Filenames（ファイル名自動作成） 
スペクトル名が自動的に付くようにするには、File｜Autoincrement Filename｜Enabled を選択して
Autoincrement Filename機能をオンにします。この機能がオンになっていると、Saveコマンドの実行によっ
てスペクトルウィンドウのすべてのスペクトルは、ユーザが指定したベース名に数値インデックスを付加

した名前が付けられて保存されます。自動作成されたファイル名の１例 Test.00012.Master.Irradiance は、
次の部分から構成されています。 

Test ユーザが指定するベース名 
00012 順番に増加する数値インデックス。初期値はユーザが指定します。 
Master 分光器チャンネルを表します。この部分はファイル名に自動的に付加されます。 
Irradiance 自動的に付加されるファイル拡張子。この拡張子はデータが相対放射照度モードで保

存されたことを示します。  
Autoincrement Filenames機能がオンになっていない場合は、Saveコマンドを実行するたびに Save Fileダイ
アログボックスが表示されます。 

Enabled 
メニューから File｜Autoincrement Filenames｜Enabled を選択するたびにファイル名自動作成機能の
オン/オフが切換わります。この機能をオンにしておくと、保存するスペクトルのファイル名が自動作
成されます。 

Base Name 
メニューから File｜Autoincrement Filenames｜BaseName を選択すると Autoincrement Filename 
Propertiesダイアログボックスが現れ、自動作成ファイル名のベース名をここで指定します。 

Starting Index 
メニューから File｜Autoincrement Filenames｜Starting Index を選択すると Autoincrement Filename 
Propertiesダイアログボックスが現れ、自動作成ファイル名の数値インデックス初期値をここで指定し
ます。インデックス初期値として“1”を入力すると、ファイル名のインデックス部分には“00001”が表
示され、次に保存するスペクトルのファイルインデックス番号は“00002”になります。 

 Print 
グラフを印刷するときは、print アイコンをクリックするか、又は File｜Print メニューを選択して Print ダ
イアログボックスを表示させます。OOIBase32 Settings ダイアログボックスの印刷タブの設定によりグラ
フのカラー/白黒印刷を選択することができます。印刷実行中は背景イメージを操作することはできません。 

Print Preview 
スペクトルグラフを画面にプレビュー表示するには、メニューから File｜Print Previewを選択します。 

Print Setup 
スペクトルグラフを印刷するプリンタを選択し印刷条件を設定するには、メニューから File｜Printer Setup
を選択します。 

Exit 
OOIBase32を終了するには、メニューから File｜Exitを選択します。OOIBase32を終了して良いかどうか
を確認するメッセージは特に表示されません。

-8- 



 

編集メニューの機能 

スペクトルデータのコピー 
スペクトルデータ（数値で表したスペクトル）をWindowsのクリップボードへコピーするには、Edit｜Copy 
Spectral Dataを選択し、続いて All Spectrometer Channels又は Selected Spectrometer Channelsのどちらか
をクリックします。スペクトルデータは、波長と強度情報をタブで区切って表し、オプションとして分光

器チャンネルやオーバーレイの識別情報がヘッダーに追加されます。スペクトルデータをこの方法でコ

ピーすれば、Microsoft Excelのようなアプリケーションに簡単に貼り付けることができます。 

All Spectrometer Channels 
スペクトルウィンドウが含む全部の分光器チャンネルとオーバーレイのスペクトルデータをコピーす

るには、Edit｜Copy Spectral Data｜All Spectrometer Channelsをクリックします。 

Selected Spectrometer Channels 
スペクトルウィンドウ内の特定のチャンネルやオーバーレイを指定してコピーを実行する場合は、メ

ニューから Edit｜Copy Spectral Data｜Selected Spectrometer Channels をクリックします。Select 
Spectrometer Channels to Copyダイアログボックスが現れますから、ここでクリップボードにコピー
したいチャンネルやオーバーレイにチェックマークを付けます。 

 グラフスペクトルのコピー 
グラフデータ（グラフィック表示したスペクトル）を Windows のクリップボードへコピーするには、メ
ニューから Edit｜Copy Graphical Spectraを選択します。グラフデータは、Windowsのメタファイル形式
データを処理できる任意のアプリケーション（MS Wordや Excelなど）へ貼り付けることができます。 

※ Copyアイコンの機能をグラフスペクトル（グラフィックデータ）のコピーからスペクトルデータ（数
値表現したデータ）のコピーへ切り換える方法については「Misc. Settings」（p.12）を御覧ください。 

設定 
OOIBase32の動作を規定する重要項目を設定する OOIBase32 Settingsダイアログボックスにアクセスする
には、メニューから Edit｜Settingsを選択します。 

File Saving 
OOIBase32 Settingsダイアログボックスの File Savingタブでは、ファイルの保存方法を指定する次の
ようなオプションを設定します。 

� Always Save Dark Spectra、Always Save Reference Spectra、Always Save Sample Spectra: 

処理スペクトル保存時に自動的にダーク、リファレンス、サンプルスペクトルを保存する場合は、

これらの項目をチェックしておきます。 

※ なぜこれらの項目をチェックする必要があるのでしょうか? 例えば以下の操作でも処理ス
ペクトルを保存することはできます： 

1. Darkアイコンをクリックするか、又は Spectrum｜Store Darkメニューを選択してダーク
スペクトルをスコープモードでメモリに記憶します。 

2. Referenceアイコンをクリックするか、又は Spectrum｜Store Referenceメニューを選択し
てリファレンススペクトルをスコープモードでメモリに記憶します。 

3. 吸光度、透過率、又は相対放射照度モードのいずれかに切換え、File｜Save｜Processed
メニューを選択して測定データを処理スペクトルとして保存します。 

ただし、この方法で保存されるデータは、処理スペクトルだけであることに注意します。

データをメモリに書き込むこととファイルへ保存するのは異なります。ソフトウェアは

処理スペクトル（吸光度、透過率、又は相対放射照度モードでのスペクトル）を計算す
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るためにダークとリファレンスデータをメモリに保存しますが、メモリ上のデータは 
OOIBase32 ソフトウェアが終了すると失われてしまいます。例えば、ダークスペクトル
を保存したい場合は、File｜Save｜Dark メニューを選択しますが、上記の項目をチェッ
クしておけば処理スペクトルをマニュアルで保存するときにダーク、リファレンス、サ

ンプルスペクトルも自動的に保存してくれます。 

� Always Save Experiment File: この項目をチェックしておくと、処理スペクトルを保存するたびに
実験設定ファイルも連動して

保存されます。  

� Always Warn if Overwriting 
File: データファイルが上書き
されるときに警告を表示させ

るには、この項目をチェックし

ておきます。 

� Always Save Data in 
Exponential Format: この項目
をチェックしておくと、スペク

トルデータ（グラフィックデー

タではなく）が指数形式で出力

されます（指数区切り記号とし

て ‘e’を使用します）。 

 

� Default File Format: スペクトルデータの保存方法を３種類の中から選択します。 

No Header:  タブ区切り ASCIIファイル。ヘッダーなし。 

Standard:  タブ区切り ASCIIファイル。ヘッダー付き（推奨形式） 

Grams/32:  GRAMS/32互換 SPCファイル 

� Save Precision： ファイルに保存（クリップボードにコピー）するスペクトルデータの表示精度を
小数点以下の桁数 0～10で指定します。 

� Save Data Files for: データを保存するときに、アクティブになっている全部の分光器チャンネル
を保存するか、又は特定のチャンネルを指定して保存するかを指定します。チャンネルの選択保

存を指定した場合は、スペクトルを保存するときに毎回ダイアログボックスが表示され、そこで

希望する分光器チャンネルを選択します。 

File Opening 
OOIBase32 Settingsダイアログボックスの File Openingタブでは、ファイルを開く方法を指定する次
のようなオプションを設定します。 

� Insure that Acquisition Parameters Match: 開こうとするファイルのデータ取得パラメータが現在
使用しているパラメータ設定と異なるときに警告を表示させたい場合は、この項目をチェックし

ます。 

� Warn if File Without a Header is Opened: ヘッダー情報を含まないファイルを開こうとしたとき
に警告を表示させたい場合は、この項目をチェックします。 

� Check for File Conformity: 開こうとするファイルと開いているファイルのパラメータ設定に相違
があるときに警告を表示させたい場合は、この項目をチェックします。 

� Wavelength Tolerance (nm): 開こうとするファイルと現在使用している分光器設定の間の波長許
容差をナノメーター（nm）単位で指定します。このオプションを使用するのは、Insure that 
Acquisition Parameters Matchと Check for File Conformityボックスが選択されているときだけで
す。 

Printing 
OOIBase32 Settingsダイアログボックスの Printingタブでは、印刷モード（カラー印刷/白黒印刷）を
選択します。 
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Sounds 
OOIBase32 Settingsダイアログボックスの
Sounds タブでは、種々のソフトウェア操
作時に使用する次のような音声オプショ

ンを選択します。 

 

� Save Dark、 Save Reference、 Save 
Sample、Save Experiment、Store Dark、
及び Store Reference: これらのファイ
ル保存、スペクトル記憶操作を行った

ことを通知する音声ファイルを指定

します。 

� Scope Mode Saturated: スコープモー
ド信号が飽和状態に達したことを通

知する音声ファイルを指定します。この警告音が発生するのは、ソフトウェアが他のモード（例

えば吸光度モード）にあるときです。 

� Warningと Error: 警告とエラー発生の通知に使用する音声ファイルを指定します。 

� Filename: タイプ入力するか、又は Select ボタンを使用して音声ファイル（.wav）の名前とパス
を指定します。 

� Select: このボタンを押すと File Open ダイアログボックスが呼び出されますから、ソフトウェア
操作時に使用したい音声ファイルのパスと名前を探します（OOIBase32 ソフトウェアには .wav
は標準添付されません）。 

� Preview: 矢印の表示されたボタンを押すと、選択した音声ファイルを試しに鳴らすことができま
す。 

� Enable Sounds: 上記で指定した音声ファイルを鳴らす機能の ON/OFFを指定します。 

Configuration Files 
OOIBase32 Settingsダイアログボックスの Configuration Filesタブでは、初期設定ファイルが含む次の
ようなオプション設定を行います。 

� Default Display Settings: OOIBase32ソフトウェア起動時や新規スペクトルウィンドウを開くとき
に使用したい .display ファイルのパスと名前を入力します。又はフィールド右側の参照ボタンを
押して使用する .display ファイルを選択します。この表示設定ファイルは、スペクトルの表示色
や線幅、グラフのスケール等々の情報を保存します。 

 
� Automatically Save Display Settings File on Exit: OOIBase32ソフトウェア終了時やスペクトルウィ
ンドウを閉じるときに表示設定ファイルの変更内容を自動保存します。このチェックボックスを

選択しない場合は、メニューから View｜Display Property Files｜Save Display Settingsを選択する
ことにより任意のタイミングで変更内容を保存することができます。 
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� Default Spectrometer Settings File: OOIBase32ソフトウェア起動時や新規スペクトルウィンドウ
を開くときに使用したい .spec ファイルのパスと名前を入力します。又はフィールド右側の参照
ボタンを押して使用する .spec ファイルを選択します。この分光器設定ファイル（.spec）は A/D
インタフェース、波長校正などの設定情報を保存します。 

� Default Time Acquisition Settings File: OOIBase32ソフトウェア起動時や新規スペクトルウィンド
ウを開くときに使用したい .Time Parametersファイルのパスと名前を入力します。又はフィール
ド右側の参照ボタンを押して使用する .Time Parametersファイルを選択します。このファイルは、
時間連続取得に関するあらゆるパラメータを保存します。 

� Automatically Save Time Acquisition Settings File on Exit: OOIBase32ソフトウェア終了時やスペ
クトルウィンドウを閉じるときにデフォルト時間連続取得設定ファイルへ加えられた変更内容を

自動保存します。このチェックボックスを選択しない場合は、メニューから Time Acquisition｜
Configure｜Save Parameters を選択することにより任意のタイミングで変更内容を保存すること
ができます。 

Registration 
OOIBase32 Settings ダイアログボックス
の Registration タブの Operator フィール
ドには使用者名、Serial Numberフィール
ドにはソフトウェアのシリアル番号を入

力します。ある種のファイルのヘッダーに

は、ここで指定した情報が記入されます。 

 

Misc. Settings 
OOIBase32 Settings ダイアログボックス
のMisc. Settingsタブには、他のカテゴリ
に属さない次のような種々のオプション

が表示されます。 

� Warn Before Overlay Spectrum is Cleared: オーバーレイ（重ね書き）したスペクトルの１つをス
ペクトルウィンドウから消去すると

きに警告を表示させるには、この項

目をチェックします。 

 

� Scope Mode Saturated Warning: ス
コープモードで信号が検出器の飽和

領域に達したときに警告を表示させ

る方法を指定します。この警告を実

際に発するのは、ソフトウェアが他

の動作モード（例えば吸光度モード）

にあるときです。（スコープモード

飽和時に発生する警告音の選択につ

いては、Soundsタブを参照します。） 

� Scope Mode Saturation Threshold: 
Scope Mode Saturated Warningの項で方法を選択した場合に限り、ここでスコープモードの強度し
きい値を指定します。4095カウント以下の任意の値を入力できます。ここで入力した強度をしき
い値として飽和の警告が発生します。 

� When Storing Reference and Dark: オンになっている分光器チャンネルすべてについてダークと
リファレンススペクトルを保存するか、又はチャンネルを選択して保存するかを選択します。 

� When Copying Spectral Data: スペクトルデータファイルにヘッダーを記入するかどうかを選択
します。 
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編集メニューの機能   

� When Using Copy Toolbar Button Function: Copyアイコンの機能を変更します。Copyアイコンを
押したときにグラフィックデータ（グラフ表示したデータ）をコピーするか、又はスペクトルデー

タ（数値データ）をコピーするかを選択します。初期設定で選択されているのは、グラフィック

データです。 

� Percent Transmission Mode Label: 透過率モードで表示する縦軸スケールを Percent Transmission
（透過率%）、又は Percent Reflection（反射率%）のどちらかに指定します。透過率と反射率測定
で使用する計算法は共通ですから、どちらの測定も透過率モードで実行可能です。測定方法を明

示するラベルをこのフィールドで指定します。透過率モードでスペクトルをグラフィック表示す

ると、ここで選択したラベルが縦軸に表示されます。 

 

-13- 



 

表示メニューの機能 

Display Properties 
このコマンドを実行すると画面に Display Propertiesダイアログボックスが表示されます。ユーザはこのダ
イアログボックスを使用してスペクトルを表示する方法を設定することができます。変更を行うには、メ

ニューから View｜Display Propertiesを選択します。 

Active Line Type 
この項目は、アクティブスペクトルを表示する線のスタイルを指定します。Line Type は線種、Line 
Widthは線幅（ピクセル単位）、Line Colorは線の色をそれぞれ設定します。 

Active Point Type 
アクティブなスペクトルの各ピクセルを表す点を設定します。Point Style は点のスタイル（中黒、点
線など）、Point Sizeは点の大きさ（相対単位）、Fill Patternはパターン（塗り潰し、クロスハッチング
など）、Fill Colorは点の色をそれぞれ設定します。 

 

Overlay Line Type 
この項目はオーバーレイ（重ね書き）スペクトルを表示する線のスタイルを指定します。Line Typeは
線種、Line Widthは線幅（ピクセル単位）、Line Colorは線の色をそれぞれ設定します。 

Overlay Point Type 
この項目は、オーバーレイ（重ね書き）するスペクトルの各ピクセルを表す点を設定します。Point Style
は点のスタイル（丸、四角など）、Point Sizeは点のサイズ（相対単位）、Fill Patternはパターン（塗り
潰し、クロスハッチングなど）、Fill Colorは点の色をそれぞれ設定します。 

Display Property Files 

Save Display Settings 
表示の設定を保存するには、メニューから View｜Display Properties Files｜Save Display Settingsを選
択します（表示設定ファイルのデフォルト拡張子は .displayです）。ファイルを保存したならば、ユー
ザはそのファイルをOOIBase32の起動時やスペクトルウィンドウを新規オープンしたときに自動的に
使用されるデフォルト表示設定ファイルとして指定することができます。 

Restore Display Settings 
保存した表示設定ファイルを開くときは、メニューから View｜Display Files｜Restore Display Settings
を選択し、希望するファイルへのパスを指定して表示設定ファイルを開きます（表示設定ファイルの

デフォルト拡張子は .displayです）。 
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表示メニューの機能   

Spectrum Scale 

 Autoscale 
表示されているスペクトルウィンドウの縦軸スケールを調節してスペクトルが縦軸方向いっぱいに表

示されるようにするには、この Autoscale アイコンをクリックするか、又はメニューから View｜
Spectrum Scale｜Autoscaleを選択します。 

 Set Scale 
波長軸と信号強度軸の上下限を設定するには、この Set Scaleアイコンをクリックするか、又はメニュー
から View｜Spectrum Scale｜Set Scaleを選択します。 

 Unscale 
スケールをリセットするには、この Upscale アイコンをクリックするか、又はメニューから View｜
Spectrum Scale｜Unscaleを選択します。 

Background Image 

Visible 
スペクトルウィンドウの背景に表示するビットマップファイル（Ocean Opticsのロゴマーク）の表示オ
ン/オフを選択します。メニューから View｜Background｜Visibleを選択します。 

Select Bitmap 
背景として表示するビットマップイメージを選択します。メニューから View｜Background Imag｜
Select Bitmapを選択し、パスをたどってスペクトルウィンドウの背景として表示するWindowsビット
マップファイル（.bmp）を指定します。 

Set Graph Background Color 
スペクトルウィンドウの背景色を選択するには、メニューから View｜Set Graph Background Colorの順に
クリックします。 

Set Graph Text Color  
スペクトルウィンドウに表示するテキストの色を選択するには、メニューから View｜Set Graph Text Color 
の順にクリックします。 

Rename Spectral Window 
スペクトルウィンドウの名前を変更したいときは、メニューから View｜Rename Spectral Windowの順にク
リックします。このタイトル名は画面上の表示にのみ使用され、保存される設定情報には含まれません。 

Cursor 

 Enabled 
スペクトルウィンドウの縦カーソルの表示をオン/オフに切り換えるには、この Enabled アイコンをク
リックするか、メニューから View｜Cursor｜Enabledをクリックします。 

 Configure 
カーソルのスタイル、幅、及び色を設定するには、まずカーソルを分光器チャンネルに割り付け、カー

ソルの位置精度を設定してからこの Configure アイコンをクリックするか、又はメニューから View｜
Cursor｜Configureを選択します。 
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表示メニューの機能   

Grid 
グリッド表示のオン/オフを切り換えるには、メニューから View｜Grid｜Enabledを選択します。グリッド
のスタイルと色を指定するには、メニューから View｜Grid｜Configureを選択します。 

メインツールバー 
OOIBase32 ウィンドウに表示するツールバーの項目は、ユーザが選択できます。ツールバーの種類を選択
するには、メニューから View｜Main Toolbarsをクリックします。メインツールバーには、一般機能（General 
Functions）とグローバル機能（Global Functions）が含まれます。 

一般機能 
このツールバーには、OOIBase32をコントロールする一般機能が含まれます 

 
新規スペクトルウィンドウを開く 

 
コピー 

 
保存されているファイルを開く 

 
印刷 

 
処理スペクトルを保存する 

 
ヘルプ 

 

グローバル機能 
このツールバーには、開いているすべてのスペクトルウィンドウを共通にコントロールする機能（グ

ローバル機能）が含まれています。 

 
全スペクトルウィンドウのダークス

ペクトルを取得する  
全スペクトルウィンドウのデータ取

得パラメータをリセット 

 
全スペクトルウィンドウのリファレ

ンススペクトルを取得する    
キックスタート 

 
全スペクトルウィンドウのスナップ

ショット取得/データ取り込み凍結  
  

 

スペクトルツールバー 
スペクトルウィンドウに表示するツールバーの項目は、ユーザが選択できます。ツールバーの種類を選択

するには、メニューから View｜Spectrum Toolbars をクリックします。スペクトルツールバーには、スペ
クトルコントロール、カーソルコントロール、グラフスケール、スペクトル表示モード、時間連続取得、

及びデータ取得パラメータダイアログバーが含まれます。 

スペクトルコントロール 
このツールバーには、指定されたスペクトルウィンドウでのデータ取り込みをコントロールする機能

が含まれています。 

 
指定スペクトルウィンドウにダークスペクトルを取り込む 

 
指定スペクトルウィンドウにリファレンススペクトルを取り込む 

 
指定スペクトルウィンドウのスナップショット取得/データ取り込み凍結 

 
データ取得方法の設定 

 
指定スペクトルウィンドウのデータ取得パラメータをリセット 
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表示メニューの機能   

カーソルコントロール 
このツールバーには、選択されたスペクトルウィンドウ内でのカーソル動作をコントロールする機能

が含まれています。 

 
カーソル動作をオンにする 

 
カーソルの設定 

 
カーソルを 1ピクセルだけ右へ移動 

 
カーソルを 1ピクセルだけ左へ移動 

 
カーソルを 25ピクセルだけ右へ移動

 
カーソルを 25ピクセルだけ左へ移動 

 
カーソルを右隣のピークへ移動 

 
カーソルを左隣のピークへ移動 

   
カーソル動作は、キーボードでもコントロールできます。 

押下キー   動作 
PageDown   カーソルを 25ピクセルだけ左へ移動 
Page Up   カーソルを 25ピクセルだけ右へ移動 
←（左矢印）   カーソルを 1ピクセルだけ左へ移動 
→（右矢印）   カーソルを 25ピクセルだけ右へ移動 
↓（下矢印）   カーソルを先頭ピクセルへ移動 
↑（上矢印）   カーソルを最後のピクセルへ移動 
<, （小なり記号とコンマ）  カーソルを直前のピークへ移動 
>. （大なり記号とピリオド）  カーソルを次のピークへ移動   

グラフスケール 
このツールバーには、選択したスペクトルウィンドウのグラフをコントロールする機能が含まれてい

ます。 

 
グラフを自動スケーリング 

 
スケーリングを元に戻す 

 
グラフのスケーリング設定   

  

スペクトル表示モード 
このツールバーには、選択したスペクトルウィンドウ内でのスペクトル処理をコントロールする機能

が含まれています。 

 
ダークスペクトル引き算 

 
分光器の設定 

 
スペクトルをスコープモードで表示 

 
スペクトルを透過率モードで表示 

 
スペクトルを吸光度モードで表示 

 
スペクトルを相対放射照度モードで

表示 

 

時間連続取得 
このルーツバーには、時間連続取得機能をコントロールする機能が含まれています。 

 
時間連続取得機能をオンにする 

 
時間連続取得機能を停止 

 
時間連続取得開始 

 
グラフの更新を一時停止 

 
時間連続取得を休止   
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表示メニューの機能   

Acquisition Parameters 
ユーザは、Acquisition Parameters ダイアログバーを使用して OOIBase32 が提供する最も重要なデー
タ取得機能へ直接アクセスすることができます。ダイアログ表示機能をオンにすると、開いたすべて

のスペクトルウィンドウにダイアログバーが表示され、指定した値はそのスペクトルウィンドウのす

べてのアクティブチャンネルに適用されます。このダイアログバーを表示するには、メニューから 
View｜Spectrum Toolbarを選択し、Acquisition Parametersをクリックします。 

 

� Integ.Time（S1000分光器の場合は ADC Freq.） 
このフィールドに入力する値は、該当するスペクトルウィンドウ内でアクティブになっているす

べての分光器チャンネルの露光時間（S2000, S1024DW, USB2000, HR2000分光器）、又は ADC周
期（S1000 分光器）を設定します。分光器の露光時間はカメラで言えばシャッター速度に似てい
ます。露光時間を長くするほど、検出器が入射する光子を長い時間「見る」ことになります。ス

コープモード強度が弱過ぎる場合はこの値を大きくし、強過ぎる場合はこの値を小さくします。

露光時間と他のデータ取得パラメータを調整することにより、スコープモードで使用するアプリ

ケーションで予期される最大入射光強度が～3500 カウント程度になるように設定します。（使用
する A/D変換器の速度で決まる実際の露光時間は、メインステータスバーに表示されます。） 

� Average 
このフィールドに入力する値は、スペクトルの積算回数を指定します。OOIBase32 が受け取るの
は、積算したスペクトルから計算した平均スペクトルです。この値が大きいほど信号/ノイズ比
（S/N比）が向上します。S/N比は、平均するピクセル数の平方根に比例して向上します。 

� Boxcar 
このフィールドに入力する値は、ボックスカー平均処理（スペクトル全体に渡る平均化処理の手

法の１つ）の幅を指定します。この方法では隣接する受光素子のグループを平均化します。例え

ば、このフィールドに 5を入力した場合は、注目するデータポイントの左右各 5ポイント（bin）
を加えた値から平均値を計算します。この値を大きくするほどスペクトルが滑らかになり、S/N
比が向上しますが、一方で値を大きくし過ぎるとスペクトルの分解能が低下します。S/N 比は、
平均化するピクセルの数の平方根に比例して向上します。 

� Flash Delay（msec） 
このフィールドに入力する値は、分光器が送り出すストローブ信号の間の遅延時間（msec）を指
定します。この値が有効なのは、外部ストローブ信号源を持つ ADC 1000タイプの A/Dボードか
ら操作する場合だけです。 

� Strobe Enable 
このチェックボックスは、分光器を通して外部ストローブ（光源、パルスジェネレータ等）へト

リガをかける機能のオン/オフを選択します。Strobe Enableをチェックする必要があるのは、外部
ストローブ信号源を使用する場合だけです。ストローブ光源の購入を希望される場合は、弊社担

当者へご相談ください。 

� Correct for Electrical Dark 
S2000 分光器の最初の 24 ピクセルは光に応答しませんが、電気信号は発生します。Correct for 
Electrical Dark ボックスをチェックすると、これら 24ピクセル（暗電流）の平均値がスペクトル
全体から減算されます。ダーク信号のドリフトによる影響を補償したいときにこのボックスに

チェックマークを付けます。（S1024 Deep Well分光器には、ダークピクセルがありませんから、こ
の項目をチェックしても何の効果もありません。） 

※ Correct fro Electrical Dark機能をオンにしても Store Dark Spectrum機能はそのまま有効です。 

メインステータスバー 
メニューから View｜Main Status Barを選択すると、メイン OOIBase32ウィンドウのステータスバー表示
のオン/オフが切換わります。メインステータスバーには、実際の露光時間や平均化、ボックスカー平滑化、
スペクトルウィンドウの収集データ、外部トリガモード等の情報が表示されます。 
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オーバーレイ（重ね書き）メニューの機能 

Select to add overlay 
それぞれのスペクトルウィンドウに付随する８個のオーバーレイデータを表示、又は消去します。スペク

トルをオーバーレイして表示したい場合は、メニューから Overlayを選択し、続いて Select to add overlay
でデータを指定します。File Openダイアログボックスが画面に表示されますから、保存されているスペク
トルファイルの中から希望するスペクトルを選択します。オーバーレイされたスペクトルを消したい場合

は、メニューから Overlayを選択し、続いてスペクトルウィンドウから消去したいファイルを選択します。
スペクトルウィンドウにオーバーレイ表示されているスペクトルを全部一括して消去したい場合は、Clear 
Allを選択します。 

スペクトルウィンドウからオーバーレイスペクトルを消去するときに警告を表示させたい場合は、メ

ニューから Edit｜Settings をクリックし、続いて Misc. Settings タブを選択してその中の Warn Before 
Overlay Spectrum is Clearedボックスにチェックマークを付けておきます。 

Clear All 
スペクトルウィンドウに表示されているオーバーレイスペクトルをすべて消します。メニューから 
Overlay｜Clear Allを選択します。 
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分光器メニューの機能 

 Configure 
このコマンドを実行すると Spectrometer Configuration（分光器設定）ダイアログボックスが開きます。ユー
ザは、このダイアログボックスを使用して波長校正パラメータや A/D変換器インタフェース、リファレン
スのモニタリング、迷光補正、検出器リニアリティなどを含む分光器の諸設定を行うことができます。こ

のダイアログボックスで設定したパラメータが適用されるのは、指定したスペクトルウィンドウだけです。

つまり、それぞれのスペクトルウィンドウに異なる分光器設定を指定することができます。この重要なダ

イアログウィンドウを呼び出すには、メニューから Spectrometer｜Configureをクリックします。 

Spectrometer Configuration ダイアログボックスが含む情報は、デフォルト分光器ファイルの一部としてソフ
トウェアに読み込まれます。弊社製品をご使用中のユーザで Ocean Optics Web サイトから OOIBase32 の
バージョンアップをされた方は、このデータを入力して頂く必要があります。 

Wavelength Configuration 
ユーザは、Spectrometer Configurationダイア
ログボックスのこのタブを用いて使用する

分光器のシリアル番号とそれぞれの分光器

チャンネルの波長校正係数を入力、又は変

更することができます。また、指定したス

ペクトルウィンドウが特定の分光器チャン

ネルを使用できるか否かを設定することが

できます。 

システム内のそれぞれの分光器チャンネル

（Spectrometer Channel）に適用する係数は、
分光器設定ファイルの一部として読み込ま

れます。あるチャンネルをアクティブにす

るには、スペクトルウィンドウ内の

Channel Enabledボックスをクリックしてチェックマークを付けます。 

 

チャンネルを選択したときは、表示される校正係数（First Coefficient、Second Coefficient、Third 
Coefficient）、及び切片（Intercept）の値が校正レポートに記載された数字に正しく対応していること
を確認します。すべてのシステムについて 3次係数（Third Coefficient）までの計算を行うようになっ
たのは、1999年 7月からです。ご使用中の分光器に添付された校正レポートに 3次係数が記載されて
いない場合は、このフィールドに 0を入力します。 

A/D Interface 
Spectrometer Configuration ダイアログボック
スのA/D Interfaceタブは、分光器のハードウェ
アパラメータを設定します。設定するオプ

ション項目は次の通りです。 

� Spectrometer Type: 使用する分光器のタ
イプを選択します。 

� A/D Converter Type: 使用する A/D変換
器のタイプを選択します。 

� Interrupt Request (IRQ): A/D変換器ボー
ドに指定したのと同じ設定を選択します

（A/D 変換器として SAD500 を選択した
場合は、この項目が表示されません）。 
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� Base Address（I/O Range）: A/Dボード（ADC-1000）のスイッチ設定と同じ内容を選択します（A/D 
変換器として SAD500を選択した場合は、この項目が表示されません）。 

� S1024DW Offset: 適当な値を入力して信号のベースラインを調節します。S1024DW Deep Well分
光器ユニットの一部ではベースラインのレベルが負になることがありますが、すべてのデータが

共通の値を参照するのでデータには影響しません。使用中のユニットが負のベースラインを持ち、

このベースライン（したがって、データ）を確実に正の値を持つようにしたい場合は、オフセッ

ト値を入力してベースラインを持ち上げることができます。（この入力項目が画面に表示される

のは分光器として S1024DW を選択した場合だけです）。 

� SAD500 Serial Port: SAD500と PCとのインタフェースに使用する COMポート番号を選択します
（この入力項目が画面に表示されるのは、A/D変換器として SAD500を選択した場合だけです）。 

� SAD500 Baud Rate: SAD500の動作速度を選択します（この入力項目が画面に表示されるのは、
A/D変換器として SAD500を選択した場合だけです）。 

� SAD500 Pixel Resolution: 分解能の値を 1～500の範囲で入力します。ここに nという値を指定す
ると、分光器の n番目ごとのピクセルデータが SAD500から PCへ送信されます。指定する分解能
の値は、実験の性質に依存し、送信するピクセルの数を減らせばそれだけ速度を上げることがで

きます。通信速度を 115,200 baud rateに設定した場合、１つの完全なスペクトルを送信するのに要
する時間は～0.4秒程度です。情報を 0.4秒以内で取得したい場合は、分解能の値を大きくするか
又はデータを圧縮します（この入力項目が画面に表示されるのは、A/D 変換器として SAD500 を
選択した場合だけです）。 

� Compress SAD500 Data: RS232通信を利用して転送するデータ量を減らしたい場合に、この機能
をオンにします。シリアルポートを使用してスペクトルデータを送信する方法は比較的低速です。

この機能をオンにすると SAD500 が送信するスキャンデータが圧縮されますから SAD500 のデー
タ転送速度が大幅に向上します（この入力項目が画面に表示されるのは、A/D 変換器として
SAD500を選択した場合だけです）。 

Reference Monitoring 
Spectrometer Configurationダイアログボッ
クスの Reference Monitoringタブでは、光
源やシステムのドリフトに基づくスペク

トルの強度変動の基準値をモニタリング

します。 

時間の経過と共に、光源から検出される

光の強度にはゆらぎやドリフトが生じま

す。長時間に渡る実験を行う場合、でき

るだけ頻繁にリファレンススペクトルを

取得するのが最高の結果を得るための良

い方法です。しかし、この方法は必ずし

も簡単に実行できることではありません。

その場合はこのタブを使用して光源のモ

ニタリングを行い、OOIBase32 にドリフト補正を実行させることができます。2 チャンネルタイプの
分光器を使用する場合は、OOIBase32 でも従来からのデュアルチャンネル方式モニタリングが可能で
す。しかし、使用するのがシングルチャンネル分光器であってもドリフト補正は可能です。OOIBase32
は、以下に説明するWavelength-by-Wavelength、Integrated Intensity、及び Single Pointの 3種類の基準
値モニタリング法を提供しています。 

 

※ 基準がスコープモード強度の低い領域にあると、補正されたサンプルスペクトルにノイズが混入
することになります。このような場合は、平均処理をより強くして S/N比を向上させます。最良
の結果を得るためには、基準として使用する波長領域のスコープモード強度が少なくともピーク

強度の 15％を超えるようにします。 

Wavelength-by-Wavelength 
Wavelength-by-Wavelengthオプションを使用するためには、使用する分光器システムの同じ波長領域に
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少なくとも２つの分光チャンネルが設定されている必要があります。このオプションを使用すれば、

検出光のドリフトが一様である場合も一様でない場合も補正が可能です。例えば、タングステンラン

プを使用したときのドリフトは多くの場合分光学的に一様ですが、重水素ランプの場合は一様ではあ

りません。この方法を用いるとどちらの光源を使用した場合であってもドリフト補正が可能です。 

Wavelength-by-Wavelengthオプションを使用してリファレンスモニタリングを行うには、次の操作を実
行します。 

1. 光源に二分岐ファイバを接続します。 

2. 二分岐ファイバの一方の足をリファレンス用の分光器チャンネルに接続します。 

3. もう一方の足をサンプルに接続します。 

4. 別のファイバでサンプルと二番目の分光器チャンネルを接続します。 

5. これにより、分光器の１つのチャンネルがリファレンスを、他の一方がサンプルを測定すること
になります。両方のチャンネルを同じスペクトルウィンドウに表示することに注意してください

（ただし、USB2000の場合は１チャンネル１ウィンドウとなります）。 

6. ソフトウェア画面で Spectrometer｜Configureを選択し、Reference Monitoringタブを開きます。
Spectrometer Channel の下から実験に使用するチャンネルを見つけ出し、続いて Reference 
Channelを選択します。最後に Reference Typeの下にあるWavelength-by-Wavelengthを選択しま
す。 

7. サンプルのダークスペクトルとリファレンススペクトルをスコープモードで保存します。 

8. 測定値を取り込むためにスペクトル表示モードへ移行します。スペクトル表示モードに入ると、
ソフトウェアがドリフト補正を行います。ここに表示されるスペクトルはスペクトルウィンドウ

に補正を施した結果を表しています。 

光源 

サンプル用 
キュベット 
ホルダー

デュアル 
チャンネル 
分光器 

二股分岐 
ファイバ 

コンピュータ 

 

Wavelength-by-Wavelength リファレンスモニタリングの典型的なセットアップ 

Integrated Intensity 
デュアルビーム方式によるリファレンスモニタリングが使用できないケースでは、別のオプションと

して積算強度（Integrated Intensity）基準モニタリングを使用することができます。ただし、ソフトウェ
アがこのオプションを使用できるのは、検出光強度のドリフトが一様な場合に限られます。例えば、

光源としてタングステンランプを使用する場合のドリフトは分光学的に一様ですが、重水素ランプの

ドリフトは一様ではありません。したがって、重水素ランプのモニタリングにこのオプションを使用

することはできません。基準として広がりのある波長領域を利用できる場合は、Single Pointオプショ
ンよりも先に Integrated Intensityオプションの使用を考えます。 

Integrated Intensity オプションが適しているのは、次の場合です： 

� 同一条件で使用できる 2系統の分光器チャンネルがない。 

� 光源ドリフトが一様である。 

� 特定の 1 波長ではなく、広がりのある波長領域をサンプリングできる。 

Integrated Intensity オプションを使用してリファレンスをモニタする操作は、次の通りです。 

1. 光源からサンプルへファイバを接続します。またサンプルから光源へファイバを接続します。 

2. ソフトウェア画面で Spectrometer｜Configureを選択し、Reference Monitoringタブを開きます。 
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Spectrometer Channel の下から実験に使用するチャンネルを見つけ出し、続いて Reference 
Channelを選択します。最後に Reference Typeの下にある Integrated Intensityを選択します。 

3. Reference Bandwidthの開始（Start）と終了（End）波長を選択します。ソフトウェアは、ここで
指定された 2 波長に挟まれる波長帯をモニタリング領域として使用します。ただし、吸光度測定
を行うのであれば選択した波長領域にサンプル吸収があってはならないこと、及び、透過率や反

射測定を行うのであればこの領域が100％透過や100％反射でなくてはならないことに注意します。 

4. サンプルのダークスペクトルとリファレンススペクトルをスコープモードで保存します。 

5. 測定値を取り込むためにスペクトル表示モードへ移行するか、又はスコープモードへ留まります。
スペクトル表示モードでは、発生したドリフトをソフトウェアが補正してくれます。ここに表示

されるスペクトルは、スペクトルウィンドウに補正を施した結果を表しています。 

Single Point 
Single Pointは、デュアルビームを用いたリファレンスのモニタリングができない場合に使用するオプ
ションです。ただし、ソフトウェアがこの方法でドリフト補正を実行するためには、検出光のドリフ

トが一様であるという条件が必要です。光源としてタングステンランプを使用する場合のドリフトは

多くの場合分光学的に一様ですが、重水素ランプのドリフトは一様ではありません。したがって、重

水素ランプのモニタリングにこのオプションを使用することはできません。基準として広がりのある

波長領域を使用することができず、特定の１波長だけでモニタリングしなければならない場合に

Integrated Intensityオプションではなく Single Pointオプションを選択します。 

Single Pointオプションが適しているのは次の場合です： 

� 同一条件で使用できる 2系統の分光器チャンネルがない。 

� 光源ドリフトが一様である。 

� 広がりのある波長領域でサンプリングすることができず、特定の 1波長でモニタリングを行う。 

Single Pointオプションを使用してリファレンスをモニタする操作は、次の通りです。 

1. 光源からサンプルへファイバを接続します。 

2. ソフトウェア画面で Spectrometer｜Configureを選択し、Reference Monitoringタブを開きます。
Spectrometer Channel の下から実験に使用するチャンネルを見つけ出し、続いて Reference 
Channelを選択します。最後に Reference Typeの下にある Single Pointを選択します。 

3. モニタに使用するリファレンス波長（Reference Wavelength）を選択します。このとき、吸光度測
定を行うのであれば、選択した波長がサンプル吸収のある波長領域に含まれてはならないこと、

及び、透過率や反射測定を行うのであれば、この波長が 100％透過や 100％反射する領域に含まれ
ていなければならないことに注意します。 

4. サンプルのダークスペクトルとリファレンススペクトルをスコープモードで保存します。 

5. 測定値を取り込むためにスペクトル表示モードへ移行するか、又はスコープモードへ留まります。
スペクトル表示モードでは、発生したドリフトをソフトウェアが補正してくれます。ここに表示

されるスペクトルは、スペクトルウィンドウに補正を施した結果を表しています。 

Stray Light Correction 
Spectrometer Configurationダイアログボックスの Stray Light Correctionタブは、迷光補正機能のオン/オ
フ切り換えを行い、この機能に必要となる迷光補正定数を各チャンネルに入力します。迷光（stray light）
とは、本来検出するべき波長以外の波長で検出される光です。あらゆる分光器は迷光による影響を受

けます。迷光補正機能をオンに設定すると、補正定数（Correction Constant）がピクセルごとの強度
を減らして分光器内の迷光の総量を補償します。 
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Detector Linearity 
Spectrometer Configurationダイアログボックスの Detector Linearityタブは、検出器の線形性補正機能の
オン/オフ切り換えを行い、システム内の分光器チャンネルごとに補正係数を入力します。分光器の新
規ユーザの場合、非線形性補正アルゴリズムは分光器の設定ファイルの一部として読み込まれます。

OOIBase32 をホームページからダウンロードされたユーザは、詳細について弊社担当者にお問い合わ
せください。 

Open Configuration 
メニューから Spectrometer｜Open Configurationを選択すると、Open Fileダイアログボックスが画面に現
れ分光器の設定パラメータを保存したファイルを選択することができます。ファイルを選択すると、その

ファイルをデフォルト設定ファイルとして指定するかどうかを質問するメッセージボックスが表示されま

すから、Yes/Noを選択します（通常は Yesにします）。画面上には選択して保存した設定パラメータに対応
するスペクトルウィンドウが開きます。ユーザは、複数の設定ファイルを保存しておき、これらの設定ファ

イルの間で自由に切り換えることができます。 

Save Configuration As 
メニューから Spectrometer｜Save Configuration Asを選択すると、Save Fileダイアログボックスが画面に
現れますから、ユーザは現在使用している設定パラメータをファイルに保存することができます。名前が

付けられてファイルが保存されると、ユーザはそのファイルをデフォルト設定ファイルとして指定するこ

とができます。OOIBase32は、ソフトウェア起動時とスペクトルウィンドウを新規に開くたびにこのデフォ
ルト設定ファイルを参照します。 
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 Store Dark 
メニューから Spectrum｜Darkを選択するか、又は Store Darkアイコンをクリックすると、スペクトルウィ
ンドウ内のすべてのアクティブな分光器チャンネルのダークスペクトルが保存されます。ダークスペクト

ルとは、サンプルへの光路を遮断した状態で取得するスペクトルです。ソフトウェアが吸光度、透過率、

及び相対放射照度スペクトルを計算するためには、ダークスペクトルを予め保存しておく必要があります。

このコマンドはダークスペクトルをメモリ上に記憶するだけですから、ダークスペクトルをファイルとし

てディスクに保存するためには Save Darkコマンドを使用します。 

 Store Reference 
Store Referenceアイコンをクリックするか、又はメニューから Spectrum｜Referenceを選択すると、スペク
トルウィンドウ内のすべてのアクティブな分光器チャンネルのリファレンススペクトルが保存されます。

リファレンススペクトルとは、光源を点灯し、サンプル領域をブランクの状態にして取得したスペクトル

です。ソフトウェアが吸光度、透過率、及び反射スペクトルを計算するためには、リファレンススペクト

ルを予め取得しておく必要があります。このコマンドはリファレンススペクトルをメモリ上に記憶するだ

けですから、これをファイルとしてディスクに保存するためには Save Referenceコマンドを使用します。 

 Snapshot 
Snapshotアイコンをクリックするか、又はメニューから Spectrum｜Snapshotを選択すると、データの取り
込みが停止してスペクトルの瞬時の状態（スナップショット）がスペクトルウィンドウに取り込まれます。 

 Emergency Reset 
Emergency Resetアイコンをクリックするか、又はメニューから Spectrum｜Emergency Resetを選択すると、
スペクトルウィンドウのデータ取得パラメータがリセットされます。リセットされた状態では露光時間が

100 msec、平均パラメータが 1、ボックスカー平滑化機能が 0、及び外部トリガがオフにセットされます。 

 Kick Start 
Kick Startアイコンをクリックするか、又はメニューから Spectrum｜Kick Startを選択すると、データ取得
が即時スタート（Kick Start）してデータ取得パラメータをリセットすることなしにデータ取り込みループ
が再開します。 

 Store Global Dark 
Store Global Darkアイコンをクリックするか、又はメニューから Spectrum｜Global｜Store Global Darkを
選択すると、すべてのスペクトルウィンドウでアクティブなチャンネルのダークスペクトルがメモリに記

憶されます。ダークスペクトルとは、光源を消した状態、又は光路を遮断した状態で取得したスペクトル

です。ソフトウェアが吸光度、透過率、及び相対放射照度スペクトルを計算するためには、ダークスペク

トルを予め保存しておく必要があります。ダークスペクトルをファイルとしてディスクに保存するには 
Save Darkコマンドを使用します。 

 Store Global Reference 
Store Global Reference アイコンをクリックするか、又はメニューから Spectrum｜Global｜Store Global 
Referenceを選択すると、すべてのスペクトルウィンドウでアクティブなチャンネルのリファレンススペク
トルがメモリに記憶されます。リファレンススペクトルとは、光源を点灯し、サンプル領域をブランクの

状態にして取得したスペクトルです。ソフトウェアが吸光度、透過率、及び反射スペクトルを計算するた

めには、リファレンススペクトルを予め取得しておく必要があります。リファレンススペクトルをファイ

ルとしてディスク上に保存するには Save Referenceコマンドを使用します。 
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 Global Snapshot 
Global Snapshotアイコンをクリックするか、又はメニューから Spectrum｜Global Snapshotを選択すると、 
OOIBase32 のすべてのスペクトルウィンドウでデータの取り込みが止まり、スペクトルの瞬時の状態（ス
ナップショット）がスペクトルウィンドウに取り込まれます。 

 Global Emergency Reset 
Global Emergency Resetアイコンをクリックするか、又はメニューから Spectrum｜Global Emergency Reset
を選択すると、OOIBase32のすべてのスペクトルウィンドウでデータ取得パラメータがリセットされます。
リセットされた状態では、露光時間が 100 msec、平均パラメータが 1、ボックスカー平滑化機能が 0、及び
外部トリガがオフにセットされます。 

 Configure Data Acquisition 
あるスペクトルウィンドウを選択し、その中でアクティブなすべてのチャンネルの取り込みパラメータを

設定するには、Configure Data Acquisition アイコンをクリックするか、又はメニューから Spectrum｜
Configure Data Acquisitionを選択します。ここで設定するパラメータの多くは、Acquisition Parameterダイ
アログバーからもアクセスが可能です。 

Basic 
このタブではデータ取得パラメータを設定します。 

� Integration Time（又は A/D Frequency） 

このフィールドに入力する値は、該当

するスペクトルウィンドウ内でアク

ティブになっているすべての分光器

チャンネルの露光時間を msec単位で
（S2000, S1024DW, USB2000, HR2000
分光器）、又は ADC周期（S1000分光
器）を kHz 単位で設定します。分光
器の露光時間は、カメラで言えば

シャッター速度に似ています。露光時

間を長くするほど、検出器が入射する

光子を長い時間「見る」ことになりま

す。スコープモードで強度が弱過ぎる

場合はこの値を大きくし、強過ぎる場

合はこの値を小さくします。露光時間

と他のデータ取得パラメータを調整

することにより、スコープモードで使

用するアプリケーションで予期される最大入射光強度が～3500カウント程度になるように設定し
ます。使用する A/D変換器の速度できまる実際の露光時間は、メインステータスバーに表示され
ます。 

 

� Spectra to Average 

このフィールドに入力する値は、スペクトルの積算回数を指定します。OOIBase32 が受け取るの
は、積算したスペクトルから計算した平均スペクトルです。この値が大きいほど信号/ノイズ比
（S/N比）が向上します。S/N比は平均するピクセル数の平方根に比例して向上します。 

� Boxcar Smoothing Width 

このフィールドに入力する値は、ボックスカー平均処理（スペクトル全体に渡る平均化処理の手

法の１つ）の幅を指定します。この方法では隣接する受光素子のグループを平均化します。例え

ば、このフィールドに 5 を入力した場合は、注目するデータポイントの左右各 5 ポイントを加え
た値から平均値を計算します。この値を大きくするほどスペクトルが滑らかになり、S/N 比が向
上しますが、一方で値を大きくし過ぎるとスペクトルの分解能が低下します。S/N 比は平均化す
るピクセルの数の平方根に比例して向上します。 
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� Correct for Electrical Dark Signal 

S2000 分光器の最初の 24 ピクセルは光に応答しませんが、電気信号は発生します。Correct for 
Electrical Dark Signalボックスをチェックすると、これら 24ピクセル（暗電流）の平均値がスペク
トル全体から減算されます。ダーク信号のドリフトによる影響を補償したいときにこのボックス

にチェックマークを付けます。（S1024 Deep Well分光器にはダークピクセルがありませんから、こ
の項目をチェックしても何の効果もありません。） 

※ Correct for Electrical Dark Signal機能をオンにしても Store Dark機能はそのまま有効です。 

� ADC1000 Channel Rotation 

この機能を設定する項目が画面に表示されるのは、ユーザが A/D 変換器に ADC1000 を使用して
いる場合だけです。この機能をオンにすると複数の分光器から同時にスペクトルデータを取り込

むことが可能になるので、パルス光源を使用する実験や過渡現象の測定、あるいは長時間積算を

必要とするアプリケーションに有効です。例えば、3チャンネルを備えた分光器でこの機能を使用
する場合の操作は、次のようになります。 

1. メニューから Spectrum｜Configure Data Acquisitionを選択して Basicタブを開きます。デー
タ取り込みパラメータの値を設定し、リファレンススペクトルの露光時間をセットします。 

2. AC1000 Channel Rotationの項では、ローテーション測定に使用するチャンネルを選択します
（Master－Second Slaveなど）。 

3. メニューから Spectrometer｜Configureを選択し、Wavelength Calibrationタブを開きます。
ローテーションに指定したチャンネル（Master、Slave 1、Slave 2）が１つのスペクトルウィン
ドウ内でアクティブになっていることを確認します。ローテーションに含まないチャンネル

は、すべて非アクティブにしておく必要があります。 

4. リファレンススペクトルとダークスペクトルを保存します。 

5. サンプルスキャンの露光時間をセットし、サンプルスペクトルを取り込みます。 

6. ADC1000は、各チャンネルの検出器からのデータを 3ピクセル毎に受け取ります。すなわち、
ピクセル#0はマスターチャンネルからのデータであり、ピクセル#1と#2はそれぞれスレーブ
1、スレーブ 2 チャンネルからのデータです。次のピクセル#3 はマスターチャンネルからの
データです。2048ピクセル全部のデータが得られるまでこのサイクルを繰り返します。使用
されないピクセルが存在してもそのピクセルはデバイスドライバが埋めますから、スペクト

ル全体としては常に 2048ピクセルを持つように見えます。 

この機能を使用しなければ１つの検出器チャンネルが 2048ピクセル全部を使用しますが、2チャ
ンネルでローテーションすれば 1チャンネル当たりのピクセル数は 1024となり、3チャンネルで
ローテーションすれば 1 チャンネル当たりのピクセル数は 682 になります。このため、ローテー
ションに含むチャンネル数を増やすにしたがってスペクトルの分解能は低下します。 

External Trigger 
S2000 と S1024DW 分光器は、4 種類のデータ取り込み方法を提供しています。通常モード（Normal 
Mode）で動作すると、Ocean Opticsの分光器はフリーラン動作を行います。すなわち、分光器はソフ
トウェアで設定されたパラメータに従って連続的にスキャン、データ取り込み、及び PCへのデータ転
送を行います。この方法では外部信号に同期させてデータ取り込みを行うことができません。外部信

号に同期したデータ取り込みを可能にするため、次の3種類のデータ取り込み法が用意されています。 

� External Software Trigger 

このモードでは、分光器は Normal Modeと同様にフリーラン動作を行い、スキャンとデータ収集
を連続的に実行します。しかし、データ転送はトリガの発生を待ち、トリガがソフトウェアに転

送されるまでの収集データをまとめて転送します。したがって、例えば外部スイッチを押し続け

るなどの方法で連続的にトリガを発生させると Normal Mode と等価な動作を行います。この
Software Modeでは、露光時間をソフトウェアで設定し、それ以外のデータ取得パラメータもソフ
トウェアで設定します。積算クロックは、A/D変換器から取り出します。 
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� External Synchronization Trigger 

このモードでは、外部から起動トリ

ガを与えるまで分光器はアイドリン

グ状態を保ちます。トリガ発生のた

びに分光器は実行中のスキャンを中

止してデータをソフトウェアに転送

します。データ転送後は新しいス

キャンを開始して次のトリガまでの

間スキャンの積算を続けます。した

がって、この Synchronization Modeで
は、分光器に与えられるトリガの周

期によって露光時間が決定され、そ

れ以外のデータ取り込みパラメータ

はソフトウェアによって設定されま

す。積算クロックは、外部トリガ発

生デバイス自体（例えば TTL周期信
号）から取り出します。 

 

� External Hardware Trigger 

このモードでは、分光器にトリガを与えるまで分光器がアイドリング状態を保ちます。トリガが

与えられると分光器がクリアされ、その時点から一定期間のデータ積算（露光時間は分光器基板

のジャンパ配線で決定します）を行い、そのデータをソフトウェアへ転送後は再び分光器がアイ

ドリング状態に入って次のトリガ発生を待ちます。この Hardware Modeでは、露光時間は分光器
回路基板のジャンパ配線によって設定し、それ以外のデータ取り込みパラメータはソフトウェア

で設定します。積算クロックは、外部トリガ発生デバイス自体から取り出します。このモードは

短周期のパルス信号での駆動に適しています。 

Strobe 
Configure Data Acquisitionダイアログボックスの Strobeタブは、分光器を通して外部ストローブにトリ
ガをかける機能のオン/オフを設定します。Delay Between Flashes (msec)ボックスに入力した値が、分
光器から送るストローブ信号間の遅延時間をミリ秒単位で設定します。このパラメータが意味を持つ

のは、ADC1000 A/D変換カードと外部ストローブ信号源を組み合わせて使用する場合だけです。 

 Scope Mode 
データをスコープモードで表示させるには、Scope Mode アイコンをクリックするか、又はメニューから 
Spectrum｜Scope Modeを選択します。スコープモードでは、A/D変換器から送信された生の電圧信号 4096
カウント(12bit)がグラフ表示されます。このスペクトル表示モードは、Ocean Opticsに特有な機能です。こ
の機能を利用してユーザは吸光度や反射、相対放射照度測定を行う前の段階での信号処理機能をコント

ロールすることができます。装置の設定や露光時間の調節、あるいはダークスキャンやリファレンススキャ

ンを取得する段階でスコープモードを使用すると便利です。ただし、このモードで表示されるデータは、

光強度や回折格子の反射率、光ファイバの伝達率、検出器の応答等々の要素が複合した影響を受けている

ことに注意してください。 

 Scope Mode Minus Dark 
Scope Mode Minus Darkアイコンをクリックするか、又はメニューから Spectrum｜Scope Mode Minus Dark
を選択すると、表示中のスペクトルウィンドウがスコープモードに切換わり、保存された各チャンネルの

ダークスペクトルの減算処理が行われてからスペクトルが表示されます。この機能は、放射スペクトルの

変化を調べたい場合や長時間積算に起因する一定のパターンを持ったノイズを取り去りたい場合などに有

効です。ダークスペクトルの引き算が機能するのは、スペクトルをスコープモードで表示したときだけで

す。 

 Absorbance Mode 
このコマンドを実行すると、現在のスペクトルウィンドウが吸光度モード（Absorbance Mode）に切換わり
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ます。データを吸光度で表示させるには、Absorbance Modeアイコンをクリックするか、又はメニューから 
Spectrum｜Absorbance Modeを選択します。ただし、吸光度モードを使用するにはダークスペクトルとリ
ファレンススペクトルが保存されている必要があります。溶液の吸光度は、溶質の濃度に依存し、その関

係は、Beerの法則として知られています。 

 
ここに、Aλは波長λにおける吸光度、ελは吸光物質の波長λにおける吸光係数、cは溶質濃度、Iは光学パス長を
表します。  
この関係式を使用して溶液中の試料濃度を決定することができます。吸光度は次の式から計算され、これ

を検出器の各ピクセルに当てはめることにより吸光度スペクトルが得られます。 

 
ここに、Sλは波長λにおけるサンプル強度、Dλは波長λにおけるダークスペクトル強度、Rλは波長λにおけるリ
ファレンススペクトル強度を表します。 

 Transmission Mode 
このコマンドを実行すると、現在のスペクトルウィンドウが透過率モード（Transmission Mode）に切換わ
ります。また、反射測定に使用する計算式が透過率と同一であることから、反射測定のスペクトル処理に

もこのモードが使用されます。データを透過率モードで表示させるには、Transmission Modeアイコンをク
リックするか、又はメニューから Spectrum｜Transmission Modeを選択します。このモードで計算を実行
する場合もダークスペクトルとリファレンススペクトルが保存されている必要があります。溶液の透過率

は、次式で計算されます。 

 
ここに、Sλは波長λにおけるサンプル強度、Dλは波長λにおけるダークスペクトル強度、Rλは波長λにおけるリ
ファレンススペクトル強度を表します。 

※ 透過率モードにおけるグラフの縦軸表示をPercent TransmissionからReflectionへ切り換えたい場合
は、メニューから Edit｜Settingsを選択して Miscellaneous Settingsタブをクリックします。この
タブの最後の機能を使用して 2 種類の表示を選択することができます。グラフ表示したスペクト
ルをグラフ表示のまま保存したりコピーしたりするときにこの機能が便利です。 

 Relative Irradiance Mode 
このコマンドを実行すると、現在のスペクトルウィンドウが相対放射照度モード（Relative Irradiance Mode）
に切換わります。モード切り換えには Relative Irradiance Modeアイコンをクリックするか、又はメニューか
ら Spectrum｜Relative Irradiance Modeを選択します。このモードに入るためには、色温度既知の黒体を使
用したリファレンススペクトルが保存されている必要があります。通常、ダークスペクトルは分光器へ接

続された光ファイバへの光入射をブロックして取得します。相対放射照度スペクトルは、基準光放射源と

光源との相対的な強度比の尺度となるスペクトルです。相対放射照度は、下式によって計算されます。 

 
ここに、Bλは色温度から計算した相対エネルギー、Sλは波長λにおけるサンプル強度、Dλは波長λにおけるダー
クスペクトル強度、Rλは波長λにおけるリファレンススペクトル強度をそれぞれ表します。 

Reference Color Temperature 
相対放射照度測定で使用する黒体基準ランプの色温度（Kelvin 単位）を入力するには、Reference Color 
Temperature ダイアログボックスを使用します。このダイアログを呼び出すには、メニューから Spectrum
｜Reference Color Temperatureを選択します。相対放射照度測定を実行するには、この値の入力が必須で
す。（Ocean Opticsの LS-1タングステンハロゲンランプを使用する場合の色温度は 3100 Kelvin、LS-1-LLの
色温度は 2800 Kelvinです。） 
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Take Log of Vertical Scale 
この機能を実行すると、スコープ、吸光度、透過率、相対放射照度モードのすべての縦軸が 10を底とする
対数スケールに変換されます。この機能は、スペクトルの微細な特徴を強調したい場合に非常に有用です。 

Time Normalization Intensity 
時間規格化強度（Time Normalization Intensity）モードは、リファレンス又はサンプルのスペクトル強度の
どちらかが飽和してしまい両者に共通の露光時間を適用できない場合に使用する測定モードです。この

モードでは、リファレンスとサンプルスペクトルにそれぞれ異なる露光時間を適用し、データを時間の関

数として規格化します。このモードで有効なスペクトルデータを得るためには、両方の露光時間で取得し

たダークスペクトルが保存されている必要があります。時間規格化強度モードを使用する場合のステップ

ごとの具体的な操作については、p.45の説明を御覧ください。 

Enable 
時間規格化強度モードのオン/オフを切り換えるには、メニューから Spectrum｜Time Normalized 
Intensity｜Enableを選択します。 

Store Reference Dark 
現在アクティブなスペクトルウィンドウ内でオン（Enable）になっているすべてのチャンネルのリファ
レンスダークスペクトルを時間規格化強度モードで取得して保存するには、メニューから Spectrum｜
Time Normalized Intensity｜Store Reference Darkを選択します。リファレンスダークスペクトルは、
光路を遮断し、リファレンススペクトル用に設定した露光時間を使用して取り込みます。時間規格化

強度モードで吸光度、透過率、相対放射照度スペクトルを計算するには、このリファレンスダークス

ペクトルが必ず保存されていなければなりません。 

Store Sample Dark 
現在アクティブなスペクトルウィンドウ内でオン（Enable）になっているすべてのチャンネルのサン
プルダークスペクトルを時間規格化強度モードで取得して保存するには、メニューから Spectrum｜
Time Normalized Intensity｜Store Sample Dark を選択します。サンプルダークスペクトルは、光路を
遮断し、サンプルスペクトル用に設定した露光時間を使用して取り込みます。時間規格化強度モード

で吸光度、透過率、相対放射照度スペクトルを計算するには、このサンプルダークスペクトルが必ず

保存されていなければなりません。 

Store Reference 
あるスペクトルウィンドウ内でオン（Enable）になっているすべての分光器チャンネルに対して時間
規格化強度モードでリファレンススペクトルを保存するには、メニューから Spectrum｜Time 
Normalized Intensity｜Store Referenceを選択します。このスペクトルは光源を点灯し、サンプル領域
がブランクの状態で取り込みます。時間規格化強度モードで吸光度、透過率、相対放射照度スペクト

ルを計算するには、このリファレンススペクトルが必ず保存されていなければなりません。 

 

-30- 



 

時間連続取得メニューの機能 

設定 
時間連続取得実験を設定して実行するためのステップ毎の詳細な説明については、まずこのセクションを

理解し、次に“Time Acquisition Experiment” (p.42-44) の説明を御覧ください。 

Configure Acquisition 
メニューから Time Acquisition｜Configure｜Configure Acquisition を選択すると、Time Acquisition 
Configuration ダイアログボックスが表示され、このダイアログを使用して時間連続取得処理の方法と
パラメータを設定することができます。

設定項目は、次の通りです。 

� Stream Data to Disk: 時間連続取得
データを連続的にディスクに書き込

む場合は、この項目をチェックしま

す。 

� Write Data to Disk Every X 
Acquisition: データを保存する頻度
を数字で指定します。この値は、ソ

フトウェアがデータを保存する前に

実行するデータ取得の回数を表しま

す。すなわち、数値が小さいほどデー

タ保存の頻度が高くなり、数値が大

きいほど頻度が小さくなります。こ

の数値を大きくすると時間連続取得プロセスの効率が高くなります。 

 

� Show Values in Status Bar: 時間連続取得値をステータスバーに表示したいときにこの項目を
チェックします。カーソルの値が表示された時間連続取得値によって置き換えられます。 

� Stream Filename: 時間連続取得プロセスに使用するファイル名をタイプ入力します。入力フィー
ルド右横のボタンをクリックすると File Saveダイアログ、ボックスが表示されますから、ここで
ファイルの保存先フォルダを選択することもできます。 

� Save Full Spectrum with each Acquisition: この項目をチェックすると、スペクトル全体が保存され
ます。 

� Save Every Acquisition: 時間連続取得プロセスの過程で取得したすべてのスペクトルデータを保
存する場合にこの機能をアクティブにします。（この機能を選択した場合は、Frequencyの項で取
得周期を指定する必要はありません。） 

� Continue Until Manually Stopped: この項目をチェックしておくと、Stopアイコンを押すか Time 
Acquisition｜Stop メニューをクリックして取得プロセスをマニュアルで停止するまでデータが保
存され続けます。（この機能を選択した場合は、Durationの項で取得時間を指定する必要はありま
せん。） 

� Initial Delay: 時間連続取得プロセス開始前の遅延時間を指定します。この遅延時間のカウントダ
ウンが始まるのは、Startアイコンを押すか、又は Time Acquisition｜Startメニューをクリックし
て時間連続取得プロセスを起動してからです。初期遅延入力フィールドの右隣のラジオボタン

（Hours, Minutes, Seconds, Milliseconds）から正しい時間単位を選択します。 

� Frequency: 時間連続取得プロセスにおけるデータ収集の周期を入力します。時間連続取得プロセ
スで得られたデータには、ミリ秒単位まで読み取れるタイムスタンプが記入されます。周期入力

フィールド右隣のラジオボタン（Hours, Minutes, Seconds, Milliseconds）から正しい時間単位を選
択します。（Save Every Acquisitionボックスがチェックされている場合は、Frequencyへの入力が
禁止されます。） 

� Duration: 時間連続取得プロセスの総実行時間を指定します。入力フィールド右隣のラジオボタン
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（Hours, Minutes, Seconds, Milliseconds）から正しい時間単位を選択します。（Continue Until 
Manually Stoppedボックスが選択されている場合は、Durationへの入力が禁止されます。） 

Configure Time Channels 
メニューから Time Acquisition｜Configure｜Configure Time Channelsを選択すると Time Acquisition 
Channel Configurationダイアログボックスが表示され、このダイアログを使用して時間連続取得プロ
セスが使用する「時間チャンネル」を設定することができます。独立した 6 個の波長スペクトルデー
タ（Time Channel A～F）やこれら波長の数学的組合せを最大 2種類（Time Channel Combination 1, 2）
まで時間の関数として取り込むことが可能です。 

Time Channel A～F 
個々の波長についての時間連続取得プロ

セスを設定するには、Channel A から
Channel F までのタブを選択して以下の
オプションを選択します。 

� Enabled: 該当波長での時間連続取
得計算を実行したい場合にこの項目

をチェックします。この項目が

チェックされない場合は、時間連続

取得プロセスでの計算が行われませ

ん。 

� Plotted: この項目をチェックすると
取得したデータのグラフがスペクト

ルウィンドウにリアルタイム表示さ

れます。この項目をチェックするた

びに時間連続取得プロセスで同じ

ウィンドウに表示できるオーバーレイ（重ね書き）の数が１つ減ることに注意します（オーバー

レイは、測定モード等を問わず最大 8本まで）。 

 

� Spectrometer Channel: 時間連続取得プロセスが使用する分光器チャンネルを選択します。 

� Wavelength（nm）: 分析波長を指定します。 

� Bandwidth （pixels）: 分析波長の周囲で平均値計算の対象となるピクセル数を指定します。 

� Factor (multiply): データの保存、表示前に行う乗算処理の乗算係数を選択します。 

� Offset (add): データの保存、表示前に行うオフセット加算の定数を指定します（加算は前項の 
Factor 乗算後に行われます）。 

※ Factorと Offsetを使用する計算式：計算結果 =（Factor × データ）＋ Offset 

Time Channel Combination 1 
時間連続取得プロセスで２つの時間チャ

ンネルを使用した混合計算を行う場合の

設定を行います。まず、Combination 1タ
ブを選択して以下のオプションを指定し

ます。 

 

� Enabled: 該当波長データを使用し
て時間連続取得計算を実行したい場

合にこの項目をチェックします。

Enabled がチェックされない場合は
時間連続取得プロセスでの計算は行

われません。 

� Plotted: この項目をチェックすると
取得したデータのグラフがスペクト
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時間連続取得メニューの機能   

ルウィンドウにリアルタイム表示されます。この項目をチェックするたびに時間連続取得プロセ

スで同じウィンドウに表示できるオーバーレイ（重ね書き）の数が１つ減ることに注意します。 

� First Channel: チャンネル名 Channel A～Channel Fの中から計算対象となる時間連続取得チャン
ネルを選択します。 

� Operation: Combination 1で実行する四則演算の種類を選択します。 

� Second Channel: チャンネル名Channel A～Channel Fの中から 2番目の時間連続取得チャンネルを
選択します。 

� Factor (multiply): データの保存、表示前に行う乗算処理の乗算係数を選択します。 

� Offset (add): データの保存、表示前に行うオフセット加算の定数を指定します（加算は前項の
Factor乗算後に行われます）。 

※ Factorと Offsetを使用する計算式：計算結果 =（Factor × データ）＋ Offset 

Combination 2タブに表示される項目は、Combination 1タブと殆ど共通ですが、First Channelと
Second Channelリストボックスに Combination 1という項目が追加される点だけが異なります。 

Restore Parameters 
時間チャンネル設定を含むすべての時間連続取得パラメータを定義したファイルを呼び出すには、メ

ニューから Time Acquisition｜Configure｜Restore Parametersを選択します。File Openダイアログボッ
クスが現れますから、ここで希望するファイルを指定します。 

Save Parameters 
時間チャンネル設定を含むすべての時間連続取得パラメータセットをファイルに保存するには、メ

ニューから Time Acquisition｜Configure｜Save Parametersを選択します。ファイル保存後、そのファ
イルを以降の時間連続取得実験で使用する初期設定ファイルとして指定することができます。 

 Activate Time Acquisition 
時間連続取得モードをアクティブにするにはこのアイコンをクリックするか、又はメニューの Time 
Acquisition｜Activate Time Acquisitionをクリックします（この機能は、OOIBase32が時間連続取得処理を
行う準備をさせます。データ取り込みが即開始される訳ではありません）。 

 Start 
時間連続取得プロセスを開始するには、Start アイコンをクリックするか、又はメニューから Time 
Acquisition｜Startを選択します。ディスクへのデータ連続書き込み機能（Stream Data to Disk）がオンに
設定されている場合は、データファイルがこの時点でオープンされます。一旦スタートした時間連続取得

プロセスは前に定義した時間（Duration）だけ自動的に実行されますが、以下に説明する方法によって途
中で休止（Pause）、あるいは中止（Stop）させることも可能です。 

 Pause 
時間連続取得プロセスを休止させるには、Pause アイコンをクリックするか、又はメニューから Time 
Acquisition｜Pause を選択します。休止中に所定の実行時間（Duration）が終了した場合は、そのまま打切
りになりますが、それまでに収集したデータは保存されます。時間処理プロセスを途中で休止させ、その

間にパラメータを変更してもそれまでのデータは影響を受けずに保存されます。 

 Stop 
時間連続取得プロセスを中止させるには、Stop アイコンをクリックするか、又はメニューから Time 
Acquisition｜Stop を選択します。時間連続取得プロセスは任意のタイミングで中止が可能です。ディスク
へのデータ連続書き込み機能がオンに設定されている場合、それまでのデータはすべて保存されます。 

 Suspend Graph Display 
時間連続取得プロセスの途中でグラフ表示を一旦停止させたい場合は、Suspend Graph Displayアイコンをク
リックするか、又はメニューから Time Acquisition｜Suspend Graph Displayを選択します。使用するハー
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時間連続取得メニューの機能   

ドウェアにも依存しますが、OOIBase32はその処理時間の 90％近くをグラフの計算と描画処理に費やすこ
とがあります。したがって、グラフ表示を停止させるとより高い周期でのデータ取り込みが可能になりま

す。（普通の 400 MHz Pentium IIを使用して描画処理を行った場合のデータ取り込み速度は毎秒 10回程度
ですが、描画処理を停止させると毎秒 40回程度の取り込みが可能になります。この数値は、分光器の設定
やデータ取得パラメータによっても変わります。） 

Save Data 
時間連続取得プロセスで取り込んだデータを保存するには、メニューから Time Acquisition｜Save Dataを
選択します。この機能を実行すると、現在スペクトルウィンドウに表示されているデータが保存されます。

この機能（Save Data）と Streaming Data to Diskは意味が異なり、Save Dataは最高 2048回までのデータ
取得に限定されています。データは、時間を縦カラムに整列させたタブ区切りの ASCII ファイルとして保
存されます。データ取得時間を示すタイムスタンプ（秒単位）が先頭カラムに書き込まれます。 
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ウィンドウメニューの機能 

すべてのスペクトルウィンドウを横方向へカスケード（ウィンドウ重ね）表示するには、メニューから

Window｜Cascadeを選択します。スペクトルウィンドウを縦方向へ相互に重ならないようにタイル張り表
示するにはWindow｜Tile Horizontallyを、横方向へタイル張り表示するにはWindow｜Tile Verticallyを選
択します。 

ヘルプメニューの機能 

Help Topics 
OOIBase32 は、大規模なヘルプファイルを搭
載しています。Help アイコンをクリックし、
続いてツールバーボタン又はメニューで項目

を指定すると、その事項に該当するヘルプ

ファイルが開きます。また、多くのダイアロ

グボックスの右下隅にも Helpボタンが配置さ
れていますから、これを押してもそのダイア

ログボックスに関連したヘルプが開きます。

さらにオプションとして、Help｜Help Topics
をクリックしてヘルプファイルを開くと、こ

こでは次の３通りの方法で情報にアクセスす

ることができます：Contents タブには、該当
分野に関連したトピックスの一覧が表示され

ます。Indexタブには、全部のヘルプトピック
スがアルファベット順に列挙されます。Find
タブでは、検索したいキーワードを入力するとその文字を含むヘルプトピックス一覧が表示されます。キー

ボードの F1キーを任意のタイミングで押すと、その時点での操作内容に関連したヘルプファイルが表示さ
れます。 

 

About OOIBase32 
About OOIBase32ダイアログボックスには、OOIBase32ソフトウェアやドライバのバージョン番号、ソフ
トウェア使用許諾、シリアル番号などの重要な情報が記載されています。Ocean Opticsへ問い合わせる場合
の連絡先もこのダイアログボックスに記載されています。このダイアログを呼び出すには、メニューから

Help｜About OOIBase32を選択します。 
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ツールバーボタン 

 
スペクトルウィンドウを開く 

 
グラフの縦軸自動スケーリング 

 
保存済みファイル呼出し 

 
グラフのスケール設定 

 
処理スペクトルを保存 

 
グラフのスケーリング取消し 

 
グラフ/スペクトルデータのコピー 

 
カーソルをアクティブにする 

 
印刷 

 
カーソルを左隣のピークへジャンプ 

 
ヘルプ 

 
カーソルを 25 ピクセル左へ移動 

 
ダークスペクトル引き算 

 
カーソルを 1 ピクセル左へ移動 

 
スペクトルをスコープモードで表示 

 
カーソルを 1 ピクセル右へ移動 

 
スペクトルを吸光度モードで表示 

 
カーソルを 25 ピクセル右へ移動 

 
スペクトルを透過率モードで表示 

 
カーソルを右隣のピークへジャンプ 

 
スペクトルを相対放射照度モードで表示 

 
カーソルの設定 

 
分光器の設定   

 
全ダークスペクトル、又は指定スペクトルウィンドウのダークスペクトルを取得 

 
全リファレンススペクトル、又は指定スペクトルウィンドウのリファレンススペクトルを取得 

 
全データ取り込み、又は指定スペクトルウィンドウのデータ取り込みを凍結 

 
データ取得方法の設定   

 
データ取得パラメータのグローバルリセット、又は指定ウィンドウのみのリセット 

 
データ取り込みのキックスタート   

 
時間連続取得をアクティブ化   

 
時間連続取得開始   

 
時間連続取得の一時休止   

 
時間連続取得の中止   

 
グラフ更新の一時停止   
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実験のチュートリアル 

実験を開始する前に、A/D変換器やソフトウェアのインストール、光源その他のサンプリング光学系のセッ
トアップが適正に行われたことをもう一度確認します。確認が終了したならば、次の操作を実行します。 

1. OOIBase32 ソフトウェアを起動します。A/D変換器を取り付けるときにハードウェアの設定を行いま
したが、ここで Spectrometer｜Configure メニューを選択して A/D 変換器の設定とセットアップが正
しく対応していることを再確認します。 

2. OOIBase32 内での分光器セットアップの設定を調べます。このためには、分光器の各チャンネル個別
の波長校正データシート（Wavelength Calibration Data Sheet）に記載された数字が必要です。メニュー
から Spectrometer｜Configure を選択し、システム内の分光器チャンネルごとにチャンネルをオン
（Enable）にして校正係数（First Coefficient, Second Coefficient, Third Coefficient, and Intercept）を入力し
ます。（1999年の 7月以降、すべての分光器についてThird Coefficientまで計算するようになりました。
これに該当しない装置を使用されている場合は、Third Coefficientに 0を入力します。） 

3. Acquisition Parametersダイアログバー、又は Configure Data Acquisitionダイアログボックスを使用し
てデータ取得パラメータを調節します。 

4. 分光器からのスペクトルデータの取り込みは、非常に簡単です。ここまでに説明した操作が行われ
OOIBase32 がスタートしていれば、分光器はすでにデータ取り込みを開始しています。例え分光器へ
光が入らない状態であっても、画面上のグラフの底にわずかに揺れ動くスペクトルが見えるはずです。

分光器に光源（蛍光灯等）を入射すれば光源の強度が増すにしたがってスペクトルがより大きくなり

ます。これが確認できれば、ハードウェアとソフトウェアのインストールは正常に行われたと考える

ことができます。 

5. ハードウェアとソフトウェアのインストールと設定が終わり、システムがセットアップされるとこれ
で測定を開始する準備が整いました。選択可能な基本的光学測定法は次の４種類です：吸光度、透過

率、反射、及び相対放射照度測定。どの測定法を実行するかによってシステムが使用するサンプリン

グ光学系オプションの構成が異なります。また、リファレンスとデータ解析法の選択によってスペク

トルの表示モードが異なります。測定を実行するたびに、リファレンスとダークスペクトルを先に取

得しておく必要があります。リファレンスとダークスペクトルの取り込みが終了したならば、その後

は任意の回数の吸光度、透過率、反射、相対放射照度スキャンを実行することができます。ただし、

途中で何等かのサンプリング変数（露光時間、平均、平滑化、角度、温度、ファイバサイズ等々）を

変更した場合は、ダークスペクトルとリファレンススペクトルを再取り込みしなければ処理スペクト

ルの精度は保証されません。 

アプリケーションのヒント 
取り込む信号が分光器で飽和（ピークが目盛りの範囲を超えてしまう）する場合、光量を適正レベルまで

下げるには次の方法があります。 

� 露光時間（Integration Time）を短くする 

� 分光器に入る光量を減少させる 

� より小さなコア径の光ファイバへ切り換える 

� 適正な光学密度を持つ NDフィルタ（Neutral Density Filter）を挿入する 

取り込む信号が微弱過ぎる場合、光量を適正レベルまで増加させるには次の方法があります。 

� 露光時間を長くする 

� より大きなコア径の光ファイバへ切り換える 

� 光学フィルタを挿入しない 
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吸光度測定 
吸光度スペクトルは、サンプルによって光がどの程度吸収されるかを示す尺度です。多くのサンプルでは

吸光度は物質の濃度に比例します。ソフトウェアは次式を用いて吸光度を計算します。 

 
ここで、Sλは波長λにおけるサンプル強度、Dλは波長λにおけるダークスペクトル強度、Rλは波長λにおけるリ
ファレンススペクトル強度をそれぞれ表します。  
吸光度は、光と相互作用する物質の濃度を表すという表現も可能です。吸光度測定の代表的なアプリケー

ションには、水溶液やガス中の化学物質濃度測定などがあります。吸光度測定を実行する手順は、次の通

りです。 

1. ツールバーの Scope modeアイコンをクリックするか、又は Spectrum｜Scope Modeメニューを選択し
てシステムがスコープモードに入っていることを確認します。また、信号強度がスケール範囲内に収

まっていることを確認します。リファレンス信号のピーク強度は、3,500カウント程度でなければなり
ません。サンプルに至る光路が塞がれていないことを確認してから、リファレンススペクトルを取り

込みます。リファレンス測定では、測定対象となるサンプルを測定位置に置かずブランク(*1)にしてお
きます。ツールバーの Store Reference Spectrum アイコンをクリックするか、又は Spectrum｜Store 
Referenceメニューを選択してリファレンススペクトルを読み取ります。 

2. 次に、スコープモードのままでダークスペクトルを取り込みます。まずサンプルへの光路を完全に遮
断します。このとき、できるだけ光源を消さずに別の方法(*2)で光を遮蔽します。ツールバーの Store 
Dark Spectrumアイコンをクリックするか、又は Spectrum｜Store Darkメニューを選択してダークス
ペクトルを読み取ります。光源を消さなければダークスペクトルを取得できない場合は、再点灯後に

時間を置き、光源が十分にウォームアップされてから次の操作へ移ります。 

3. サンプルが正しい位置に置かれサンプルへの光路が妨げられていないことを確認してから、吸光度ス
ペクトルの取り込みを開始します。ツールバーの Absorbance Modeアイコンをクリックするか、又は 
Spectrum｜Absorbance Modeメニューを選択します。取得したスペクトルを保存したい場合は、ツー
ルバーの Saveアイコンをクリックするか、又はメニューから File｜Save｜Processedを選択します。 

※ 測定の途中で何等かのサンプリング変数（露光時間、平均、ボックスカー平滑化、光源からサン
プルまでの距離等々）を変更した場合は、ダークスペクトルとリファレンススペクトルをそれぞ

れ再度測定して保存し直す必要があります。 

 
 

コンピュータ 読み取り用

ファイバ

吸光度測定の一般的な装置構成

 

*1 セルを用いる場合、空のセル又は水などを入れたセルを用
むと、より精度の高い測定が行えます。 

*2 サンプルを置く場所に、アルミやステンレス等熱に強い材
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ファイバ
光源 
サンプル用

キュベット

ホルダ
 

 

いてリファレンススペクトルを取り込

質の板を置いて遮蔽します。 



実験のチュートリアル   

透過率測定 
透過率は、リファレンスを通り抜ける光エネルギーに対して何％の光エネルギーがサンプルを通り抜けら

れるかを示す値です。サンプルから反射される光量を表す場合にも Transmission Modeが使用されます。透
過率と反射率測定は同じ数学的な計算方法を使用します。透過率は、標準物質（例えば空気）に対する相

対的な光強度をパーセント（%T）で表示します。ソフトウェアは、次式を用いて%T（又は%R）を計算し
ます。 

 
ここで、Sλは波長λにおけるサンプル強度、Dλは波長λにおけるダークスペクトル強度、Rλは波長λにおけるリ
ファレンススペクトル強度をそれぞれ表します。  
透過率測定の代表的なアプリケーションには、溶液中の光透過、光ファイバ、光学コーティングの測定、

及びレンズやファイバなどの光学部品の測定が含まれます。透過率測定を実行する手順は、次の通りです。 

1.  ツールバーの Scope modeアイコンをクリックするか、又は Spectrum｜Scope Modeメニューを選択し
てシステムがスコープモードに入っていることを確認します。また、信号強度がスケール範囲内に収

まっていることを確認します。リファレンス信号のピーク強度は、3,500 カウント程度でなければなり
ません。サンプルに至る光路が塞がれていないことを確認してから、リファレンススペクトルを取り込

みます。リファレンス測定では測定対象となるサンプルを測定位置に置かずブランク（*1 P.38参照）
にしておきます。ツールバーの Store Reference Spectrumアイコンをクリックするか、又は Spectrum
｜Store Referenceメニューを選択してリファレンススペクトルを読み取ります。 

2. 次に、スコープモードのままでダークスペクトルを取り込みます。まずサンプルへの光路を完全に遮
断します。このとき、できるだけ光源を消さずに別の方法（*2 P.38参照）で光を遮蔽します。ツール
バーの Store Dark Spectrumアイコンをクリックするか、又は Spectrum｜Store Darkメニューを選択し
てダークスペクトルを読み取ります。光源を消さなければダークスペクトルを取得できない場合は、再

点灯後に時間を置き、光源が十分にウォームアップされてから次の操作へ移ります。 

3. サンプルが正しい位置に置かれサンプルへの光路が妨げられていないことを確認してから、透過率スペ
クトルの取り込みを開始します。ツールバーの Transmission Mode アイコンをクリックするか、又は 
Spectrum｜Transmission Modeメニューを選択します。取得したスペクトルを保存したい場合は、ツー
ルバーの Saveアイコンをクリックするか、又はメニューから File｜Save｜Processedを選択します。 

※ 測定の途中で何等かのサンプリング変数（露光時間、平均、ボックスカー平滑化、光源からサン
プルまでの距離等々）を変更した場合は、ダークスペクトルとリファレンススペクトルをそれぞ

れ再度測定して保存し直す必要があります。 

 

投光用 
ファイバ 

コンピュータ 
読み取り用

ファイバ
光源 

サンプル用

キュベット

ホルダ

透過率測定の一般的な装置構成 
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反射率測定 
反射とは、放射エネルギーのうちで物質表面から波長が変化せずに戻ってくる成分を表し、次の 2 種類に
分類されます。 

� 正反射： 入射角と反射角が等しい反射 
� 拡散反射： 入射角と反射角が等しくない反射 
すべての表面では正反射と拡散反射が同時に起こりますが、表面の性質によって正反射が強い場合と拡散

反射が強い場合とがあります。光沢のある表面ほど正反射が強く現れます。反射率は、標準からの反射強

度に対するサンプルからの反射強度をパーセント値（％R）で表します（拡散反射の標準としてはOcean Optics
が提供するWS-1のような白色板、正反射の標準としては平面鏡などを使用します）。 

 
ここで、Sλは波長λにおけるサンプル強度、Dλは波長λにおけるダークスペクトル強度、Rλは波長λにおけるリ
ファレンススペクトル強度をそれぞれ表します。  
透過率と反射率は、使用する計算方法が共通ですから、共に透過率モードで測定を行います。（グラフの縦

軸表示を測定法に合わせて切り換えたい場合は、メニューから Edit｜Settings を選択して Miscellaneous 
Settingsタブをクリックし、Percent Transmission Mode Labelの項目で Percent Reflectionラベルを選択し
ます。）反射率測定の一般的なアプリケーションには、ミラーの反射防止コーティングの反射特性や塗膜の

目視特定、グラフィックアート、プラスチックや食品測定などがあります。反射率測定を実行する手順は、

次の通りです。 

1. ツールバーの Scope modeアイコンをクリックするか、又は Spectrum｜Scope Modeメニューを選択し
てシステムがスコープモードに入っていることを確認します。また、信号強度がスケール範囲内に収

まっていることを確認します。リファレンス信号のピーク強度は、3,500カウント程度でなければなり
ません。サンプルに至る光路が塞がれていないことを確認してからリファレンススペクトルを取り込

みます。リファレンス測定では、測定対象となるサンプルを測定位置に置かずブランク（*1 P.38 参
照）にしておきます。ツールバーのStore Reference Spectrumアイコンをクリックするか、又はSpectrum
｜Store Referenceメニューを選択してリファレンススペクトリを読み取ります。 

2. 次に、スコープモードのままでダークスペクトルを取り込みます。まずサンプルへの光路を完全に遮
断します。このとき、できるだけ光源を消さずに別の方法（*2 P.38 参照）で光を遮蔽します。ツー
ルバーの Store Dark Spectrumアイコンをクリックするか、又は Spectrum｜Store Darkメニューを選
択してダークスペクトルを読み取ります。光源を消さなければダークスペクトルを取得できない場合

は、再点灯後に時間を置き、光源が十分にウォームアップされてから次の操作へ移ります。 

3. サンプルが正しい位置に置かれサンプルへの光路が妨げられていないことを確認してから、反射率ス
ペクトルの取り込みを開始します。ツールバーの Transmission Mode アイコンをクリックするか、又
は Spectrum｜Transmission Modeメニューを選択します。反射測定で使用する計算式は、透過率スペ
クトルの計算で使用するものと同じです。取得したスペクトルを保存したい場合は、ツールバーの 
Saveアイコンをクリックするか、又はメニューから File｜Save｜Processedを選択します。 

※ 測定の途中で何等かのサンプリング変数（露光時間、平均、ボックスカー平滑化、光源からサン
プルまでの距離等々）を変更した場合は、ダークスペクトルとリファレンススペクトルをそれぞ

れ再度測定して保存し直す必要があります。 

 

投光用ファイバ（6 本）

コンピュータ 反射検出プロープ
光源

読み取り用

ファイバ 
（1 本）

サンプルに被せるプローブホルダ 

反射率測定の一般的な装置構成 
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相対放射照度測定 
放射照度とは、光を放射するサンプルからの波長ごとの光エネルギーです。相対的な表現をすれば、サン

プルが放射するエネルギーの波長ごとの割合を黒体放射のエネルギー分布を持つ光源から集めたエネル

ギーと比較し、最大エネルギーを 1として規格化した値です。相対放射照度の計算式は、次の通りです。 

 
ここで、Bλは色温度から計算したリファレンスの相対エネルギー、Sλは波長λにおけるサンプル強度、Dλは波長
λにおけるダークスペクトル強度、Rλは波長λにおけるリファレンススペクトル強度をそれぞれ表します。  

相対放射照度の代表的なアプリケーションには、LED や白熱電球などの発光特性評価、あるいは太陽光な
どの放射エネルギー源の測定などが含まれます。また、蛍光測定も放射照度測定に含まれ、この場合は測

定する波長よりも短い波長で励起された物体が放射する光エネルギーを分光器で測定します。相対放射照

度測定を実行する手順は、次の通りです。 

1. ツールバーの Scope modeアイコンをクリックするか、又は Spectrum｜Scope Modeメニューを選択し
てシステムがスコープモードに入っていることを確認します。信号強度がスケール範囲内に収まって

いることを確認します。リファレンス信号のピーク強度は、3,500カウント程度でなければなりません。
光源は、既知の色温度を持つ黒体でなければなりません。ツールバーの Store Reference Spectrumアイ
コンをクリックするか、又は Spectrum｜Store Referenceメニューを選択してリファレンススペクトル
を読み取ります。 

2. 次に、スコープモードのままでサンプルへの光路を完全に遮断し、ダークスペクトルを取り込みます。
ツールバーの Store Dark Spectrumアイコンをクリックするか、又は Spectrum｜Store Darkメニュー
を選択してダークスペクトルを読み込んでください。光源を消さなければダークスペクトルを取得で

きない場合は、再点灯後に時間を置き、光源が十分にウォームアップされてから次の操作へ移ります。 

3. 相対放射照度を測定するには、まず測定対象の放射源に向けてファイバを置きます。次に、ツールバー
の Irradiance Modeアイコンをクリックするか、又は Spectrum｜Relative Irradiance Modeメニューを
選択します。Reference Color Temperatureダイアログボックスが表示されますから、ここに光源の色
温度（Kelvin）を入力してから OKをクリックします。取得したスペクトルを保存したい場合は、ツー
ルバーの Saveアイコンをクリックするか、又はメニューから File｜Save｜Processedを選択します。 

※ 測定の途中で何等かのサンプリング変数（露光時間、平均、ボックスカー平滑化、光源からサン
プルまでの距離等々）を変更した場合は、ダークスペクトルとリファレンススペクトルをそれぞ

れ再度測定して保存し直す必要があります。 

 

放射照度

プローブ
コンピュータ 

サンプル 

余弦補正器

放射照度測定の一般的な装置構成 

Ocean Opticsは、絶対スペクトル強度測定のために放射分光測定システム IRRADを提供しています。この
システムは、放射分布に合わせて校正された高感度ミニチュア光ファイバ分光器であり、200μm光ファイバと
余弦補正された放射照度プローブ、NIST準拠の校正済み光源、A/D変換器、及びオペレーティングソフト
ウェアを備えています。 
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時間連続取得測定 
時間連続取得測定は、プロセスの変化や、動力学的分析、分光学的な事象を時間の関数としてモニタリン

グする測定法です。独立した波長のスペクトルデータを最高 6 波長（Channel A～F）まで時間の関数とし
て取り込むことができ、また、これらの波長データの数学的組合せを 2項目（Combination 1、2）まで測定
できます。時間連続取得測定は、任意の測定モードで実行可能です（このセクションに進む前に、「Time 
Acquisitionメニューの機能」（p.31-34）を御覧ください）。 時系列測定を実行する手順は、次の通りです。 

1. システムがスコープモードにある状態で（必要ならば）リファレンスとダークスペクトルを保存して
から表示モード（例えば吸光度）へ移り

ます。 

 

2. メ ニ ュ ー か ら Time Acquisition ｜
Configure｜Configure Time Channels を
選 択 し て Time Acquisition Channel 
Configuration ダイアログボックスを呼び
出します。 

� Enabled をチェックして該当波長で
の時間連続取得計算実行を指定しま

す。この項目がチェックされない場

合は、時間連続取得プロセスでの計

算が行われません。 

� Plotted をチェックしてスペクトル
ウィンドウに取得データのグラフを

リアルタイムで描かせます。 

� Spectrometer Channelフィールドに時間連続取得プロセスで使用するチャンネルを指定します。 

� Wavelength（nm）ボックスに分析波長を指定します。平均化処理に使用する分析波長両側のピク
セル数を Bandwidth（pixels）ボックスに指定します。  

� データに適用する乗算係数を Factorボックスに入力します。Factor乗算後に行うオフセット加算
に使用する定数を Offset ボックスに入力します。データの表示、保存が行われるのは、これらの
演算処理が行われた後です。Factorと Offsetを使用する計算式は、次の通りです： 

計算結果 =（Factor × データ）＋ Offset 

3. 複数の波長で測定を行う場合は、次に Channel Bタブを開いて 2番目の波長に対する時間連続取得プ
ロセスの設定を行います。同様に Channel C～Channel Fタブを選択して第 3波長から第 6波長までの
設定を行います。 

4. ２つの時間チャンネルを用いて時間処理プロセスの組合せ計算を行う場合は、まず Combination 1タ
ブを開いて次の設定を行います。 

� Enabledボックスをチェックして該当波長での時間連続取得計算実行を指定します。 

� Plottedボックスをチェックしてスペクトルウィンドウに取得データグラフをリアルタイム表示し
ます。 

� First Channelに Time Channel A～Fのいずれかを指定します。 

� Combination 1で使用する四則演算の種類を Operationフィールドに指定します。 

� Second Channelに Time Channel A～Fのいずれかを指定します。 

� データに適用する乗算係数を Factor フィールドに入力し、オフセット加算ファクタを Offset 
フィールドに入力します。表示や保存処理が行われるのは、これらの演算処理が実施された後の

データです。Factorと Offsetを使用する計算式は、次の通りです： 

計算結果 =（Factor × データ）＋ Offset 

5. 必要に応じ、Combination 2 タブも同様に時間連続取得プロセス用に設定します。設定方法は
Combination 1 タブの場合と基本的に同じですが、First Channel と Second Channel 1 の選択項目に
Combination 1が追加されるところが相違します。 
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6. Time Acquisition Channel Configurationダイアログボックスの OKボタンを押します。 

7. メニューから Time Acquisition｜Configure｜Configure Acquisition を選択して Time Acquisition 
Configurationダイアログボックスを呼び出します。 

� Stream Data to Diskボックスをチェックして時間連続取得データの連続保存機能をオンにします。 

� Write Data to Disk Every X Acquisitionsボックスにデータ保存周期を指定する数値を入力します。
この値が小さいほど頻繁にデータ保存が行われます。数値が大きいとデータ保存の頻度は小さく

なりますが、それだけ時間連続取得プロセス自体の性能は向上します。 

※ 指定された保存周期ごとに OOIBase32からのデータが Time Acquisition Channels（時間連続取得
チャンネル）又は Combination Channels（混合チャンネル）に保存されます。このデータを単純に
表示することもできますし、ディスクにストリーム書き込みすることも、両方を実行することも

可能です。スペクトルウィンドウに表示できるのは、最高 2048回の取得データまでです。取得デー
タが 2048を超えた場合は、最も新しい 2048データのみが表示されます。2048を超える取得デー
タを保存する場合は、ディスクへのストリーム書き込みを指定しなければなりません。ディスク

へのデータ書き込みは遅い（スペクトル取り込みの速度と比較して）プロセスですから、システ

ム全体の性能を低下させます。しかし、より確実にデータを保存する観点からは、できるだけ頻

繁にディスクへ書き込みを行う方が安全性は向上します。 

 

� 時間連続取得した値をステータスバーに表示させるには Show Values in Status Bar ボックスを
チェックします。カーソルの値は、これらの値に置き換えられます。 

� 時間連続取得プロセスのデータを保存するファイル名を Stream Filename に入力します。入力
フィールドの右横のボタンをクリックすると File Saveダイアログボックスが表示されますから、
ここで書き込み先フォルダとファイル名を指定することもできます。 

� フルスペクトルを保存したい場合は、Save Full Spectrum with Each Acquisitionボックスをチェッ
クします。 

� 時間連続取得プロセス実行中、取得するスペクトルすべてを保存する場合は、Save Every 
Acquisitionボックスをチェックします。 

※ データ保存については、データ取り込みのたびに保存するオプションと一定の遅延時間を設けて
その間に収集したデータを保存するオプションが提供されています。露光時間、分光器チャンネ

ルの数、平均するサンプル数、コンピュータの速度などが最小時間連続取得周期を決定する要素

になります。例えば、100 ミリ秒ごとにデータを保存するように指定したとすれば、少なくとも
100ミリ秒の遅延時間が保証されたことになりますが、実際には測定の設定によって遅延時間がは
るかに長くなる可能性があります。その理由は、OOIBase32 が計算や、グラフの処理とそのスペ
クトルウィンドウへの表示に多大の時間を消費するためです。グラフ表示を休止させるオプショ
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ンが提供されていますから、これを適用すればシステムの処理効率が向上します。 

� ユーザが Stopアイコンをクリックするか、Time Acquisition｜Stopメニューを選択することにより
取得プロセスを手動で停止するまでデータ保存を継続させたい場合は、Continue Until Manually 
Stoppedボックスをチェックします。 

� 時間連続取得プロセス開始前の遅延時間を Initial Delay ボックスに入力します。この遅延時間の
カウントダウンが始まるのは、Startアイコンを押すか、又は Time Acquisition｜Startメニューを
クリックして時間連続取得プロセスを起動してからです。遅延時間入力フィールドの右隣のラジ

オボタン（Hours, Minutes, Seconds, Milliseconds）から任意の時間単位を選択します。 

� 時間連続取得プロセス実行中に行うデータ収集の周期を Frequency ボックスに入力します。時間
連続取得プロセスで得られたデータには、ミリ秒単位まで読み取れるタイムスタンプが記入され

ます。周期入力フィールド右隣のラジオボタン（Hours, Minutes, Seconds, Milliseconds）から任意
の時間単位を選択します。 

� 時間連続取得プロセスの全持続時間を指定する数字を Duration フィールドに入力します。入力
フィールド右隣のラジオボタン（Hours, Minutes, Seconds, Milliseconds）から任意の時間単位を選
択します。 

8. Time Acquisition Configurationダイアログボックスの OKボタンをクリックします。 

9. Time Acquisitionツールバーの Alarm Clockアイコンをクリックするか、又は OOIBase32メニューから 
Time Acquisition｜Activate Time Acquisitionを選択して Time Acquisitionモードをスタートします。続
いて Startアイコンをクリックするか、又は Time Acquisition｜Startメニューを選択すると時間連続取
得プロセスが始まります。 
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時間規格化強度測定 
時間規格化強度測定（Time Normalized Intensity）モードは、相対放射照度測定で最も頻繁に使用される測
定モードであるばかりでなく、リファレンス又はサンプルのスペクトル強度が測定中に飽和するため、ス

キャンに共通の露光時間を適用することのできない測定でも使用します。以下に説明する手順に従い、リ

ファレンスとサンプルに異なる露光時間を適用した場合であっても、データを時間の関数として規格化す

ることができます。このデータ処理を実行するためには、使用するそれぞれの露光時間ごとにダークスペ

クトルを取得して保存しておく必要があります。 

1. ツールバーの Scope modeアイコンをクリックするか、又は Spectrum｜Scope Modeメニューを選択し
て、システムがスコープモードに入っていることを確認します。 

2. メニューから Spectrum｜Time Normalized Intensity｜Enableを選択して、時間規格化強度モードをア
クティブにします。Enableの横にチェックマークが付いたことを確認します。 

3. メニューから Spectrum｜Configure Data Acquisition を選択するか、又はグラフの上方に配置された
データ取得パラメータダイアログバーを使用して、リファレンスダークとリファレンススキャンに使

用するデータ取得パラメータや露光時間を設定します。 

4. メニューから Spectrum｜Time Normalized Intensity｜Store Reference Darkを選択することにより、ア
クティブなスペクトルウィンドウ内でオンになっているすべての分光器チャンネルについてリファレ

ンスダークスペクトルを取り込みます。このスペクトルを取り込むときは、光路を完全に遮断し、露

光時間はリファレンススペクトル取得と同じ値を使用します。時間規格化強度モードで吸光度、透過

率、相対放射照度スペクトルを計算するためには、必ずリファレンスダークスペクトルが保存されて

いなければなりません。 

5. メニューから Spectrum｜Time Normalized Intensity｜Store Referenceを選択することにより、アクティ
ブなスペクトルウィンドウ内でオンになっているすべての分光器チャンネルについてリファレンスス

ペクトルを取り込みます。このスペクトルは光源を点灯し、サンプル領域をブランク（*1 P.38参照）
にして測定します。時間規格化強度モードで吸光度、透過率、相対放射照度スペクトルを計算するた

めには、必ずリファレンススペクトルが保存されていなければなりません。 

6. 露光時間をサンプルダークとサンプルスキャン用の値に変更します。露光時間以外のパラメータも変
更すると有効なスペクトルが保証されませんから注意します。露光時間を変更するには、メニューか

ら Spectrum｜Configure Data Acquisitionを選択するか、又はグラフの上方に配置された取得パラメー
タダイアログバーの Integ. Time（msec）ボックスを使用します。 

7. メニューから Spectrum｜Time Normalized Intensity｜Store Sample Darkを選択することにより、アク
ティブなスペクトルウィンドウ内でオンになっているすべての分光器チャンネルについてサンプル

ダークスペクトルを取り込みます。このスペクトルは光路を遮蔽し（*2 P.38参照）、露光時間はサン
プルスペクトル取得と同じ値を使用して取り込みます。時間規格化強度モードで吸光度、透過率、相

対放射照度スペクトルを計算するためには、必ずサンプルダークスペクトルが保存されていなければ

なりません。 

8. 希望する測定モード（Absorbance, Transmission, 又は Relative Irradiance）のアイコンをクリックして、
サンプルスキャンを行います。 
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ファイル形式 

OOIBase32 は、次に示す何通りかのタイプのファイルを作成します。これらのファイルは、タブで区切ら
れた ASCIIテキストファイルですから、任意のテキストエディタで表示、変更が可能です。 

� スペクトルデータファイル（Spectral Data Files） 

� 測定パラメータファイル（Experimental Parameters Files） 

� 表示プロパティファイル（Display Properties Files） 

� 分光器設定ファイル（Spectrometer Configuration Files） 

� 時間連続取得パラメータファイル（Time Acquisition Parameters Files） 

� 時間連続取得データファイルとストリームファイル（Time Acquisition Data Files and Stream Files） 

� Grams/32 SPCファイル（Grams/32 SPC Files） 

それぞれのタイプのファイル形式、及びクリップボードへコピーされたときの形式（Copied Data Clipboard 
Format）を以下に説明します。 

 

スペクトルデータファイル（Spectral Data Files） 
スペクトルデータファイルには、データファイル作成時に設定されていたデータ取得、処理パラメータが

すべて記入されたヘッダーが先頭部分に書き込まれ、それに続いてタブで区切られたスペクトルデータが

記録されています。 

スペクトルデータファイルには、次の情報が記録されています：ファイルが保存された日付・時間、ユー

ザ名、OOIBase32設定ダイアログボックスのRegistrationタブに記載されているソフトウェアシリアル番号、
データ取得に使用した分光器チャンネル、露光時間（msec）、スペクトル積算回数、ボックスカー平滑化幅、
電気的ダークアルゴリズム補正のステータス、デュアルビームリファレンスのステータス、ファイル保存

時に使用したリファレンスチャンネル。 

スペクトルデータファイルの例を次に示します。 

 

実験パラメータファイル（Experimental Parameters Files） 
実験パラメータファイルには、実験を行うために必要なすべてのデータ取得パラメータが保存されていま

す。保存される項目は、次の通りです：露光時間（msec）、フラッシュ間遅延時間（msec）、ボックスカー
平滑化幅、スペクトル積算回数、電気的ダーク補正のステータス（1: Enabled, 0: Disabled）、トリガのタイ
プ（0: 不使用、 1: ソフトウェアトリガ、2: 同期処理、3: ハードウェアトリガ）。 また、表示モード（Scope、
Absorbance、Transmission、 Irradiance）、及び放射照度測定時に使用するリファレンス光源の色温度（Kelvin）
も記録されます。 
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ファイル形式   

実験パラメータファイルに記載される情報には、実験パラメータを保存したときにアクティブになってい

た表示設定ファイルや分光器設定ファイル名も含まれます。それ以外の情報として、使用するセットアッ

プに含まれる各分光器チャンネルのデータも含まれ、各チャンネルのオン/オフ（1: Enabled、 0: Disabled）、
ダーク又はリファレンススペクトル保存の有無（1: 保存、 0: 非保存）が記録されます。また、保存され
たダーク、リファレンス、スペクトルファイル名もこのファイルに記録されます。測定パラメータファイ

ルの記録例を次に示します。 

 

表示プロパティファイル（Display Properties Files） 
表示プロパティファイルは、スペクトルをグラフ表示するときに使用するパラメータを記録します。まず

画面上に表示するウィンドウの原点とサイズを記録し、次にスペクトルウィンドウの背景、軸、及びラベ

ル表示色を指定する RGBカラー値、背景ピットマップ表示の有無（1: 表示、0：非表示）と使用するビッ
トマップファイル名が記録されます。X軸・Y軸の各種設定パラメータもこのファイルに記録されます（X・
Y軸の最大/最小自動スケール値、X・Y軸の最大/最小表示値、及び X・Y軸のタイトル）。 

カーソルの設定パラメータもこのファイルに記録されます：カーソルのオン/オフ（1: アクティブ、0: 非
アクティブ）、カーソルのピクセル座標値、カーソルがコントロールするスペクトル、ステータスバー上で

のカーソル表示有無（1: 表示、0: 非表示）。カーソルのプロパティと同様に、スペクトル表示のプロパティ
もこのファイルに記録されます。スペクトル表示のプロパティには線スタイル、塗り潰しパターン、RGB
カラー、線の太さ、点のサイズなどが含まれます。表示プロパティファイルがパターンやスタイルの指定

に使用するパラメータを次に示します。 

線パターン   塗り潰しパターン   点スタイル 
0=なし   0=なし    0=なし 
1=実線   1=実線     1=点 
2=長鎖線   2=25％    2=ボックス 
3=点線   3=50％    3=三角 
4=短鎖線   4=75％    4=ダイアモンド 
5=長短鎖線   5=水平ストライプ   5=星形 
6=1点鎖線   6=垂直ストライプ   6=垂直線 
   7=45°ストライプ   7=水平線 
    8=135°ストライプ   8=十字 
    9=対角ハッチ   9=円 
   10=クロスハッチ   10=四角 
      11=反転三角 
       12=対角クロス 
       13=三角（中抜き） 
       14=円（中抜き） 
       15=ダイアモンド（中抜き） 
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表示プロパティファイルの例を次に示します。 

 

分光器設定ファイル（Spectrometer Configuration Files） 
分光器設定ファイルには、分光器と A/D変換器のすべての設定内容が記録されます。分光器とコンピュー
タとの通信がこのファイルによってコントロールされますから、分光器設定ファイルは、OOIBase32 の使
用するファイル群の中でも最も重要なファイルです。 

分光器設定ファイルには、使用する分光器や A/D変換器のタイプを指定する次の重要な情報が記録されま
す：分光器シリアル番号、A/D変換器の割り込み要求番号、A/D変換器ベースアドレス（I/Oレンジ）、SAD500
のシリアルポート番号、SAD500シリアルポートのピクセル分解能。 

分光器設定ファイルの最も重要な行は、Initialized 行です。この行は分光器の正常動作の有無を示し、
Initialized=1は分光器が正常に動作していることを表し、Initialized=0は動作上に問題があることを表しま
す。波長校正の 1次、2次係数、及び切片もこのファイルに記録されています（1999年 6月以降に製造さ
れた分光器の場合は、3次係数も記録されていることに注意）。分光器設定ファイルに含まれる上記以外の
項目は、次の通りです。 
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ファイル形式   

NLEnabled 1: 検出器の非線形性補正オン、0:オフ 

SLEnabled 1: 迷光補正機能オン、0: オフ 

SLConstant 迷光定数 

NLCoefs 検出器の非線形性補正係数 

ChannelEnabled 1: 分光器チャンネルオン、 0: オフ 

ReferenceChannel リファレンスモニタリングに使用する分光器チャンネル（0: マスター、
1: スレーブなど） 

ReferenceType リファレンスモニタリングのタイプ（0=なし、1=Single Point、
2=Wavelength-by-Wavelength、3=Integrated Intensity） 

ReferenceWavelength Single Pointモニタリングを選択したときのリファレンス波長 

ReferenceBandwidthStart Integrated Intensityモニタリングを選択したときの開始波長 

ReferenceBandwidthEnd Integrated Intensityモニタリングを選択したときの終了波長 

ReferenceWavelengthPixel リファレンスモニタリングで使用する波長の分光器ピクセル 

ReferenceBandwidthStartPixel リファレンスモニタリングで使用する Integration Intensity開始波長の分
光器ピクセル 

ReferenceBandwidthEndPixel リファレンスモニタリングで使用する Integration Intensity終了波長の分
光器ピクセル 

 
分光器設定ファイルの例を次に示します。 
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時間連続取得パラメータファイル（Time Acquisition Parameter Files） 
時間連続取得パラメータファイルは、時間連続取得プロセスに関係したすべての情報とパラメータを記録

します。ディスクへのデータ書き込み方法（1：ディスクへのストリーム書き込み、0：それ以外）、ストリー
ム書き込みを指定した場合のファイル名、データ取得後毎回直ちに書き込みを行うか、又は遅延書き込み

を行うか（1：毎回書き込み、0：遅延書き込み）などがこの情報に含まれます。 

時間連続取得開始直後の初期遅延時間とその単位がこのファイルに記録されます。データ取り込みの頻度

とその時間単位がこのファイルに記録されます。時間連続取得プロセスをマニュアル停止するまでデータ

取り込みを継続するかどうか、値のステータスバーへの表示の有無（1：表示、0：非表示）等の選択、及
びデータをディスクにストリーム書き込みする前のデータ取得回数などもこのファイルに記録されます。 

使用する時間チャンネル（Channel A～F）ごとのオン/オフ設定（1：Enabled、0：Disabled）がこのファイ
ルに記録され、それに続いてチャンネルに対応する選択波長、選択波長のピクセル、使用する分析波長の

幅、乗算係数、オフセット加算定数、データ表示の有無（1：表示、0：非表示）などが記録されます。最
後に選択された分光器チャンネル名が記録されます。（OOIBase32 の現行バージョンは、Rate Onlyと Rate 
Bandwidth機能をサポートしていません）。 

使用する組合せ時間チャンネル（Combination 1、2）については、チャンネルのオン/オフ設定（1：Enabled、
0：Disabled）、乗算係数、オフセット加算定数が記録され、それに続いて混合計算に使用する第１、第 2 時
間チャンネル（Channel A～F、又は Combination 1）が列記されます。最後に、２つのチャンネルに適用す
る四則演算（加減乗除）が記録されます。（OOIBase32の現行バージョンは、Rate Onlyと Rate Bandwidth
機能をサポートしていません）。 

時間連続取得パラメータファイルの例を次に示します。 
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時間連続取得データファイルとストリームファイル（Time Acquisition Data Files and 
Stream Files） 
時間連続取得データとストリームファイルの先頭カラムには、それぞれのデータを取得したタイムスタン

プ（秒単位）が書き込まれます。データ取り込み時間を示すこのタイムスタンプは、1 msecの精度を持ち、
時間連続取得プロセスの Startアイコンをクリックした時刻、又はメニューの Time Acquisition｜Startを選
択した時刻を起点とする経過時間を表します。2番目以後のカラムには、Configure Time Channelダイアロ
グボックスで指定した波長と組合せ波長が記入されます。データは、すべてタブ記号で区切って書き込ま

れます。 

 

Grams/32 SPCファイル（Grams/32 SPC Files） 
OOIBase32は、Galactic Softwareの GRAMS/32 SPC形式ファイルの書き込み/読出しを行うことができます。
ファイル形式の詳細情報は、Galacticのホームページ（http: //www.galactic.com/galactic/data/spcfile.htm）から
入手可能です。OOIBase32が開くことのできる SPCファイルは、OOIBase32によって保存された SPCファ
イルに限られます。 

 

クリップボードにコピーされるデータ形式 
OOIBase32は、スペクトルデータを直接Windowsのクリップボードへコピーする機能を備えています。コ
ピーしたデータを更に加工したい場合は、他のWindowsアプリケーション（例えば、Microsoft Excel）へ貼
り付けます。データは複数のカラムに整形されてクリップボードにコピーされ、選択した分光器チャンネ

ルの波長とスペクトル強度が隣り合わせのカラムに記入されます。ヘッダー（オプション）には、各カラ

ムの内容を識別できる名前が記入されます。クリップボードにコピーされたデータ形式の例を次に示しま

す。 
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インストール済みファイル 

OOIBase32 をインストールすると、以下のファイルがディスクに書き込まれます。ユーザが特に書き込み
先を指定しなかった場合、OOIBase32ソフトウェアは C:\Program Files\OOIBase32ディレクトリにインス
トールされます。ユーザが別なディレクトリを指定して OOIBase32をインストールした場合は、以下のパ
スをユーザが選択したディレクトリに読み替えます。 

C:\Program Files\OOIBase32Bata1\OOIBase32.exe メイン実行ファイル 
C:\Program Files\OOIBase32Bata1\OOIBase32.hlp メインヘルプファイル 
C:\Program Files\OOIBase32Bata1\OOIBase32.cnt ヘルプ目次ファイル 
C:\Program Files\OOIBase32Bata1\Version History.txt バージョン履歴ファイル 
C:\Program Files\OOIBase32Bata1\OOIBase32QuickStart.pdf OOIBase32のクイックスタートガイド 
C:\Program Files\OOIBase32Bata1\OOIDrv32.dll 分光器デバイスドライバ 
C:\Program Files\OOIBase32Bata1\install.log アンインストール情報 
C:\Program Files\OOIBase32Bata1\UnWise.exe アンインストールプログラム 
C:\Program Files\OOIBase32Bata1\Default.spec デフォルト分光器ファイル 
C:\Program Files\OOIBase32Bata1\Default.display デフォルト表示ファイル 
C:\Program Files\OOIBase32Bata1\Backgrounds 背景用ビットマップ格納ディレクトリ

（.BMPファイルは含まれません） 

 
以下のファイルは、コンピュータの Systemディレクトリに格納されます。 

 
OOIBase32のインストール時にファイルのバックアップコピー作成を選択した場合は、OOIBase32のイン
ストール先のバックアップサブディレクトリにオリジナルファイルがコピーされます。 
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